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説 明　北広島市総合計画（第５次）原案説 明　北広島市総合計画（第５次）原案

このフォーラムに先立ちまして、次期総合計

画の原案について、簡単ではございますが、説

明をさせていただきたいと思います。１５分ほ

どおつき合いをお願いいたします。

説明は、この緑色のパンフレットが参考にな

ると思いますので、これをめくりながらお聞き

いただきたいと思っております。

まず最初に、総合計画というのはどういうも

のかというお話でございますが、緑色の紙の１

ページ目、下に四角い枠の中に示しているよう

に、１０年間の計画となっております。

内容といたしましては、まちづくりの目標で

ある将来の都市像ですとか、その都市像を実現

するためにどんなことをやっていくかというも

のを示した計画でございまして、市がそれに基

づいて体系的に、計画的に事業を進めていく、

その指針となるものでございます。

次の総合計画は平成２３年度からスタートい

たしますけれども、そこでは、基本構想を１０

年間と考えておりまして、その下に、この紙の

２段目に基本計画というのがございますけれど

も、基本計画も１０年間の計画と考えておりま

す。ただ、基本計画は必要に応じて中間の年で

見直しを行いたいと思っております。

ただいま総合計画の原案について、市民の皆

様の意見を募集中でございますけれども、現在

できている原案というのは、この基本構想と基

本計画の部分でございます。

その下に、より具体的なことを示す推進計画

というものがございまして、これは３年間の計

画になりますけれども、これは平成２２年度に

策定してまいりたいと思っております。

この計画を策定し始めたときの考え方は、１

ページ目の一番上の右側の①②③に書いてござ

います。

まず一つ目は、北広島の課題というのは、行

政だけではもう解決できないので、市民や事業

者の皆さんと行政が一緒になって進めていく計

画にしようと進めてきました。

二番目といたしましては、わかりやすい計画

ということで、まずは計画の内容や表現が市民

の皆さんにとってわかりやすいように工夫する

ことと、計画で言っている目標ですとか重点が

とらえやすいような計画をつくろうと進めてま

いりました。

三つ目といたしましては、地域経営の視点を

持つ計画ということでございまして、北広島市

全体を良くしていこうという考えで計画をつく

りますので、市民ですとか事業者の皆さん、市

民団体の皆さんとともに、地域の経済も発展さ

せていきますし、まち全体も活性化していくと

いう趣旨で策定を進めてまいりました。

１ページ目の中段には、市の現状や時代の潮

流などを幾つか、大雑把ではございますけれど

も、載せております。

「市の現状と特色」では、人口について、平

成１３年から平成２１年の間を見ると２,０００

人ほど増加していることなどの現状、特色を述

べております。

また、２番目の「市民の意識」では、平成２

０年の９月に市民意識調査を実施いたしました

が、その中で、市の現状の満足度ですとか、今

後の政策の重要度などを聞いておりまして、そ

こで出ました答えの概要を載せております。

三つ目の「時代の潮流」では、少子高齢化が

進み、人口減少の社会に入ったこと、低成長の

経済や地球規模の環境問題も起きている、地方

分権もどんどん進展していくだろうと、こうい

った時代の流れの中にあることを書いておりま

す。

これらの現状ですとか時代の潮流を押さえた

上で、これまで総合計画の策定を進めてまいり

ました。

続きまして、資料を開いていただきまして２
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ページ目、ここに基本構想の概要、全体像が載

っております。

一番上に、まちづくりのテーマといたしまし

て 「自然と創造の調和した豊かな都市」という、

テーマを掲げております。

北広島市では、昭和４５年に最初の総合計画

を策定しました。１０年ごとに新たな計画をつ

くってまいりまして、平成２３年度からスター

トする計画は第５次の計画になります。

この「自然と創造の調和した豊かな都市」と

いうテーマは、昭和４５年当時から一貫してお

り、次の計画でもこれをテーマといたします。

その下に、めざす都市像といたしまして、希

望都市、交流都市、成長都市という三つの都市

像を掲げさせていただいております。

この都市像は、総合計画審議会での議論をき

っかけとして生まれて、設定させていただきま

した。総合計画全体の中で、だれが見てもわか

りやすい言葉ですとか、見ただけでイメージが

伝わるような言葉が必要だということで、希望

、 、 。都市 交流都市 成長都市を設定しております

希望都市のイメージはどういうものかと申し

上げますと、子育てがしやすいですとか、若者

の働く場所がある、また、高齢者の知恵ですと

か能力をまちづくりに生かしていける、こうい

ったことに焦点を当てて、すべての市民の皆さ

んが希望や夢を持てるまちをつくりたいという

のが希望都市でございます。

二つ目の交流都市というのは、近隣のまちと

北広島とは大変行き来が多いという特徴を持っ

ております。そういうものを生かして、市外の

方々との交流を大切にし、市民同士も生き生き

と交流する。また、それだけにとどまらず、産

業面でも活気があるまちを目指すために交流を

深めるというイメージでございます。

成長都市のイメージといたしましては、本市

は道内の市町村の中では数少ない成長の可能性

のあるまちだと考えております。人口ですとか

産業、そういった面だけにとどまらずに、まち

の魅力をアップして、着実に成長を続けていき

たいというのが成長都市のイメージでございま

す。

その下に基本目標を六つ掲げさせていただい

ております。

基本目標の一つ目は 「支えあい健やかに暮ら、

せるまち」をつくることでございまして、これ

は健康ですとか福祉、そういった分野でいいま

ちをつくろうということです。

二つ目は 「人と文化を育むまち」で、ここに、

は教育ですとか文化、スポーツ、そういった分

野のことが入っております。

三つ目といたしましては 「美しい環境につつ、

まれた安全なまち 、これは環境ですとか安全の」

こと。

四つ目は 「活気ある産業のまち 。、 」

五つ目は 「快適な生活環境のまち」で、生活、

ですとか都市基盤のことをうたっております。

最後に、このページの下で、五つの基本目標

を支えるような形で基本目標６番があります。

ここは計画の実現に向けて、主に行財政運営で

すとか、地域での活動のこと、そういったこと

が書いてあります。全体に共通する内容で、計

画の推進を支えていくというイメージが基本目

標の６番でございます。

続きまして、資料の３ページでございます。

まず一番上は 「将来人口の設定」でございま、

す。

日本の人口も北海道の人口も既に減少が始ま

っており、これまで北広島として何度か総合計

画をつくってきた中では初めての状況でござい

ます。

こういった人口減少の時代で、１０年後の人

口をどう見るかということですが、答えといた

しましては、１０年後の平成３２年の将来人口

を６万１,５００人と設定してまちづくりを進め

ていこうと考えました。国立社会保障・人口問

題研究所の推計では、３２年には６万３,０００

人ぐらいになるのではないのかといった推計も

ございましたが、それは基礎データとして人口

が伸びている時期のデータを使っていたもので
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す。近年の市の人口の状況を見ますと、横ばい

もしくは若干減ってきているという状況になっ

ております。市で独自に推計しますと結構低い

人口になってしまいましたが、そこでさまざま

な人口増加策をとることによって人口を何とか

６万１,５００人に持っていきたいというのが人

口の考え方でございます。

次に、同じ３ページの真ん中に 「計画の進行、

管理」がございます。

計画はつくることにかなりのエネルギーを費

やしますけれども、実はできてから、どのよう

に目標を達成していくかが大事でございますの

で、その点を次の計画では重視していきます。

重点プロジェクトなどを設定しまして、関連す

る部局が横の連携を取り合って進めていきたい

と思っております。

３ページの下は 「総合計画の指標」で、事例、

が五つ載っております。本当の原案の中には５

１種類の指標が載っておりますが、その中から

幾つかここに載せました。それぞれの数値につ

いて、５年後の目標値と１０年後の目標値を掲

げていて、この目標に対してどの程度進んだか

で、進行状況もチェックしていきたいと思って

おります。

次に、資料の最後の４ページでございます。

重点プロジェクトについてここで述べており

ます。総合計画は非常に幅広い行政の分野全般

にわたって書かれている計画でございまして、

全体を分野ごとに見ると、何が重点なのか、ど

こに力を入れるのかがなかなかわかりにくいた

め、重点プロジェクトを三つつくることで、市

が力を入れたいことをここでわかりやすくお見

せしております。

そういうメリハリをつけるとともに、重点プ

、 。ロジェクトでは 横の連携を大切にしています

、「 」一つ目は 子育て支援・人づくりプロジェクト

ですが、このプロジェクトは、健康、医療、子

育て、学校教育、それから社会教育、文化、ス

ポーツ、いろいろな分野にわたっております。

例えば子育て一つとっても、いろいろな側面

から行政はかかわるわけですけれども、それを

各分野の部局がばらばらにやっていると、場合

によっては、一つの分野だけで考えると効果が

あるかもしれないけれども、総体的に見ると不

都合なこともあるかもしれない。そういったこ

、 、とを解消するために 関連する部局が集まって

一緒に政策を考えていこう、プロジェクトを進

めようといった考え方に基づいているのが重点

プロジェクトでございます。

二つ目といたしましては、にぎわいや魅力を

つくっていくためのプロジェクトです。

三つ目は 「住みたくなる地域づくりプロジェ、

クト」で、今住んでいる方々は安心して暮らせ

て、ずっと一生住んでいただきたいですし、で

きれば近郊のまちからでも新しい住民の方がど

んどん入ってきていただきたいというプロジェ

クトです。そういったねらいを持ちまして、こ

。れら三つの重点プロジェクトを掲げております

、 、短い時間で 大雑把な説明でございましたが

そろそろ時間もまいりましたので、説明はこの

辺にさせていただきたいと思っております。

原案全体というのは、実は９７ページからな

る分厚いものでございます。これは受付に用意

してありますので、もし御希望の方がいらっし

ゃいましたら、お持ち帰りいただけたらと思っ

ております。

ご清聴ありがとうございました。説明を終わ

らせていただきます。
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慶應義塾大学大学院教授
林 美 香 子 氏

キャスター・エコライフジャーナリスト

講 演　地域の宝を活かしたまちづくり講 演　地域の宝を活かしたまちづくり

皆様こんばんは。

きょうはこのフォーラムにお招きいただきま

してどうもありがとうございます。

ＪＲに乗ってきたのですけれども、駅におり

たらものすごく大きな看板があって、皆さんた

ちはお気づきでしたか。駅は通らずにいらした

方ばかりでしょうか。すごい大きな看板とびっ

くりしながらこちらの会場にまいりました。

きょうは前段の講演で３０分ほどお話しさせ

ていただいて、また、ピアノ演奏の後のパネル

ディスカッションにも参加させてもらいます。

よろしくお願いします。

今御紹介いただきましたが、少し自己紹介さ

せていただこうと思います。

私は札幌生まれ、札幌育ちで、ずっと札幌に

おりますが、２００８年から慶應義塾大学の特

別研究教授で、月に１度とか２度、横浜の日吉

にある校舎なのですが、そちらで教える仕事も

しております。

私はもともと北大の農学部を出た後、ＳＴＶ

のアナウンサーになりました。これはとてもラ

ッキーなことだったのですけれども、その話を

しているとちょっと時間がなくなるので、きょ

うはどんどん前にお話を進めていきますが、ア

ナウンサーになったときに、せっかく農学部を

出てアナウンサーになったのだから、農業に詳

しいアナウンサーを目指したらいいのではない

かと先輩たちにアドバイスを受けて、仕事をし

。ながらそのことを実践しようと思ってきました

ＳＴＶに１０年ほどいまして、その後、フリ

ーになったのですが、フリーになった後、本当

に食とか農業に関する取材やテレビの番組がふ

えてきました。

また、地域づくりにもいろいろな形で参加す

るようになって、いつかきちんと勉強したいな

と思い始めまして、それで北大工学部の社会人

枠という枠があるのですが、そこのドクターコ

ースで「農村と都市の共生による地域再生」と

いう、ちょっと難しいテーマなのですが、その

テーマで研究をしました。それでドクターをと

れたこともあって、慶應大学で教えるというチ

ャンスに恵まれたのかなと思います。

去年の夏には 『農村へ出かけよう』という本、

も出しておりますので、もし御興味がありまし

たらぜひお読みいただきたいなと思います。

皆さんのお手元に私のレジュメもお配りして
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いるので、ちょっとごらんいただけますか。き

ょうは春らしくピンクを基調としたレジュメに

していただいているのですけれども。

まちづくりと私ということで少し御紹介をし

たいと思います。きょうはまちづくりに関心の

高い方たちが大勢来てくださっていると思うの

ですが、まちづくりといっても本当に幅が広い

ですよね。

私自身のまちづくりも、いろいろなことを経

験してまいりました。年齢とともに、やはりま

ちづくりへの関心の分野というのが変わってい

。 、くのかなと思います 仕事としてといいますか

マスコミにいる人間としての役割でもあったと

思うのですが、例えば札幌駅の南口の再開発を

検討する委員会や、道庁の景観の審議会ですと

か、さまざまな委員会にも呼んでいただきまし

た。

それと同時に、私自身の活動として、一番最

初に社会的な活動かなと思ったのは、スノーマ

ンというお話の読み聞かせだったのです。クラ

シックを演奏する友達と一緒に、自分の子ども

たちも小さかったときなので、その子どもたち

のためにと思って、読み聞かせの活動をずっと

していました。

そうこうするうちに、今はコンサドーレ、Ｊ

、 、２で 本当に頑張ってほしいと思っていますが

たまたま私の友人関係の人たちが札幌にＪリー

グをつくりたいという活動を始めたのです。そ

れを手伝うようになりました。アナウンサーと

いう仕事のせいもあって、毎週のように記者会

見を手伝ったりとか、チームの話をしたりとい

う活動を続けました。

今、まちづくりの中で一番私が力を入れてい

るのは、札幌市東区にありますモエレ沼公園の

活用を考える会というグループです。モエレフ

ァンクラブという名前で活動しているのですけ

れども、もし皆さん、お時間がありましたら、

３月２８日にはモエレ沼公園でお茶会をするイ

ベントを考えておりますので、ぜひお出かけく

ださい。

なぜこういう活動を始めたかというと、モエ

レ沼は、イサムノグチがデザインして２０年以

上の歳月をかけて建てたすばらしい公園なので

す。ところが、やはり今、財政的にも大変で、

２０年間、ものすごいお金を投じてつくったも

のですが、それを本当にいい形で維持できるか

というと、札幌市の財政だけではなかなかうま

くいかないのです。やはり市民の私たちも一緒

に考え、行動していかなければいけないと私た

ちは思いまして、活動を続けています。ホーム

、 、ページもあって いろいろ書いてありますので

ぜひごらんください。

それともう一つの活動が、やはり農業に関係

したことなのですが、今、農都共生研究会を立

ち上げて活動しています。私は、農村も都市も

一緒になって活動していくことで、地域がもっ

ともっと元気になると思っているのです。農家

に行って農業体験をさせてもらったり、応援に

行ったりという活動もしています。こうした都

会から農村に出かけていくというのは、まさに

ライフスタイルも変わってきて、都会に住んで

いる者にとってはものすごく重要な役割を持つ

と思うのです。

そういう意味では、今度北広島に、ホクレン

がつくる複合的な施設で、食育ですとか農業体

験ができる場所ができるのですが、そうしたも

のがまた北広島の大きな魅力にもなるのではな

いかなと思います。

さて、今度は北広島の宝のことでお話をした

いと思うのですが、皆さんたちが北広島に住ん

でいらして、北広島の一番の自慢できることっ

て何でしょうか。例えば通勤に便利とか、空港

に近いといった交通の便をお考えになる方もい

るかもしれませんし、緑が多い、自然がすばら

しいとお感じの方もいるでしょうし、美しい農

村風景が自慢できる等、皆さんそれぞれの自慢

があると思うのです。こうした宝を自分たちが

気づいて、それを生かしていくことがとても重

。 、 、要だと思います 自然だったり 風土だったり

風景、あるいは歴史、農業などの産業、それか
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、 、 、ら食文化 あるいは人材と書きましたが 私は

北広島市が持っている宝の中で、他の都市より

もものすごく自慢できるのは人材ではないかな

と思っているのです。

というのは、きょうも随分仕事でお世話にな

。っている方たちがここに来てくださっています

北広島の住民でいらしたのですね、とびっくり

する方がたくさんいたのですが、教育関係の方

だったり、役所で重要な仕事をしている方たち

が随分ここに住んでいらっしゃいますよね。そ

、 、 、ういう方たちが 今 シニア世代を迎えていて

ぜひまちづくりで力を発揮してほしいと願って

います。

そうしたたくさんある宝をどうやっていった

らいいかというと、やはり地域で連携していく

ことがとても重要だと思うのです。

先ほどの計画の中でも、ばらばらではいけな

いというお話があったのですが、どうも日本と

いうのはどうしても縦割りなところがありまし

て、例えば国の制度が縦割りだと、それがやは

り役場とか何かにもかなり影響してしまうよう

なのです。

きょうはさまざまな分野の方たちにお越しい

ただいており、とてもうれしいのですが、ぜひ

さまざまな分野の連携を皆さんもっともっと意

識していってほしいなと思います。

例えば農業でまちづくりも随分今いわれてい

ますが、農業者だけが頑張ってもなかなか進ま

ないのです。農業者がつくってくれた農畜産物

を地元の人たちが買って支える、食べて支える

。という発想がものすごく重要だと思っています

ですから、消費者だったり、あるいは生活して

いる住民が参加するまちづくりがものすごくこ

れから重要になってくいと思います。

また、コミュニティカフェ、地域食堂と書い

たのですが、調べてみましたら、こちらのまち

にも去年の５月に地域食堂「かえで」がオープ

ンしたと聞いてすごいうれしかったのですが、

どうですか、皆さん、かえでを利用したことあ

るという方、お手を挙げてみてください。

ぱらぱらという感じですね。ぜひもっと皆さ

ん、利用なさってください。地域食堂はこれか

。らもっともっとふえていくだろうなと思います

これは利用する側にもうれしいし、運営する側

。にとっても自己実現の場という面もあるのです

先日、石狩市にも呼ばれて、こういう講演会

をしましたら、石狩市ではワンデーシェフとい

って、毎日シェフの方が替わって、運営するス

タイルでやっているそうです。料理自慢の奥さ

んだったり、お父さんだったり、そういう方が

毎日日がわりでお料理をすることができる、そ

れもコミュニティカフェや地域食堂の魅力なの

ですね。

札幌にもこうしたコミュニティカフェがふえ

てきまして、２０何店舗かあるのですが、そう

いうところが今、スタンプラリーなども始めて

います。数がふえていくと、みんなでそういう

ところを回りましょうという楽しさにもつなが

るのではないかなと思います。

ではこの後、幾つか事例を持ってきましたの

で、ごらんいただこうと思います。

私は、北海

道の場合、農

業がやはり基

幹産業ですか

ら、農業でも

っともっと頑

張ってほしい

と思っているのです。北海道の食糧の自給率は

２００％で、すごい自慢しているのですが、こ

れはカロリーベースで、金額ベースでは１８０

％ぐらいに減ってしまうのです。もっと付加価

値をつけてもうけていくことも重要ではないか

と思っています。

そういう中で、御紹介したいのが、これは美

瑛町のＪＡ美瑛がやっている美瑛選果という直

売所なのですが、おしゃれな雰囲気ですよね。

見なれたアスパラとかトマトなのですが、木箱

に入れているので、雰囲気がいいのだろうと思

います。ＪＡ美瑛に取材に行きましたら、１０
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年くらい前は、観光客が来てもごみしか捨てて

いかないと、農家の人はみんな怒っていたので

す。でも、５年くらい前から、発想を変えて、

せっかく来てくれる観光客の人に美瑛の農畜産

物を知ってもらって、そしてファンになっても

らおうと、こういうお店をつくったそうです。

直売所と、それから地元の小豆などを使ったお

菓子のコーナー、さらに「アスペルジュ」とい

うとてもすてきなレストランもあります。

、 、私は 地元の食とか農を活かすという中では

。やはり地産地消はとても重要だと思っています

これは郷土料理としての地産地消です。道南

、などでつくっているクジラ汁なのですけれども

例えば石狩だったら石狩鍋などがあると思うの

ですが、この北広島にもし伝統的なメニューが

あれば、ぜひそれを食堂などでも出してほしい

なと思います。

それから、右側の上は美瑛のアスペルジュの

今風の地産地消メニューですね。美瑛でとれた

２０種類もの野菜を使ったメニューです。

、 、 、それから カラフルなジャガイモですが 今

北海道ではすごくカラフルなジャガイモをつく

るようになっているのです。こうしたもの、ゆ

でただけでカラフルポテトサラダになりますよ

ね。

どんどんとその地方ならではの地産地消メニ

ューをふやしていってほしいなと思います。そ

うすると、観光客も喜んで来てくれると思いま

す。

これは帯広市の北の野菜の人気メニューなの

ですが、カラフルトマトサラダ、本当にカラフ

ルなトマトを切っただけなのですけれども、と

りたてなのですごくおいしいのです。特にグリ

ーンのトマトは、これはゼブラという品種なの

、 、ですが グリーンなのだけれども完熟していて

味はすごくいいのです。これが生産地だからこ

そ出せるおいしいメニューだと思います。

また、今、道内各地に人気の農家レストラン

がどんどんできているのですが、これは鹿追町

の中野さんが経営する「大草原の小さな家」で

す。ここはファームイン、農家民宿もなさって

いるのですけれども、地元の食材を使ったバイ

キングメニューで人気があります。昔は普通に

ランチメニューとかセットメニューを出してい

たのですが、グリーンツーリズム、農村でゆっ

くりと過ごす休暇のことを研究しようと、北海

道からみんなで九州に視察に行ったことがある

のですが、九州では農家バイキングがすごい人

気なのです。それを見て、中野さん、すぐに家

に電話をして、うちのメニューもバイキングメ

ニューに変えると。バイキングに変えて大成功

しています。バイキングにしたことによって、

観光客だけではなく、地元のお客さんがものす

ごくふえたそうです。やはりお客さんの立場か

、 、らすると バイキングは食べごたえがあるので

ものすごくお得感がありますよね。多分そうい

うのが人気につながっていると思います。

それから、ここからも近いですよね、長沼町

の「レストランクレス 。長沼は今、農家レスト」

ランがたくさんふえましたよね。中でもここは

大繁盛しています。普通、レストランは、３回

転すると繁盛店と呼ばれるそうなのですが、こ

こは１日５回転もするそうです。土曜、日曜は

３００人くらいのお客さんが来るのです。慶應

の学生を、秋に農村体験といいますか、農業実

習に２泊３日で連れてきているのですが、学生

と一緒にここに行ったら、渋滞しているくらい

なのです。ちょっとびっくりするほどの繁盛ぶ

りでした。

この経営をしている干場さんは、新規就農で

農業を始めた方なのですが、普通、田舎でここ

だけがこんなに繁盛したら、周りから苦情が出

てしまうのではないかと思うのですが、干場さ

んが偉いなと思うのは、このレストランのすぐ

そばに直売所を開いているのですが、その直売

所は自分のところの野菜を売るのではなく、御

。近所の農家に野菜を売ってもらっているのです

なので、御近所の皆さんも、繁盛しているレス

トランのそばなので、ものすごく売れる直売所

だと、喜んでいました。
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これは「緑ちょうちん」です。地場産品応援

の店、飲んで食べて自給率アップで、普通の日

本の食糧自給率は４０％ですが、星一つだと５

０％、星五つだと９０％以上で、居酒屋さんと

。 、か食堂がこの緑ちょうちんを掲げています 今

全国で２,５００ぐらいの緑ちょうちんができて

いるのですけれども、調べましたら、北広島に

も２軒ありました。北広島の福祉会がなさって

、 、いるそうですが レストラングリーンパークと

満足屋というお弁当屋さん。どうですか、この

２軒は行ったことありますか。利用していらっ

しゃいますか。こういうお店がもっともっとふ

えていってほしいですよね。これは自己申告で

、 、いっているので うそをついてはいけないため

もしうそがばれた場合には、店主が頭を丸める

か、ここに反省と書いたはちまきをするという

決まりになっているそうなのですが、こういう

お店がもっともっと北海道にふえていってほし

いなと思います。

また、この緑ちょうちんを応援する会という

のもあるのです。その応援する会というのは、

決まりが、赤ちょうちんと緑ちょうちんがあっ

たら、迷わず緑ちょうちんに行くと、まさに消

費者、生活者も利用していくというのが原則で

すね。

それから、これは新得町にある人気の農家民

宿です。酪農をなさっている湯浅さん御夫妻が

経営しているのですが、十勝のすばらしい景色

の中、たった１組だけが泊まれるファームイン

なのですが、１カ月とか２カ月という長期滞在

の方もいるのです。こういうところに長期滞在

したのをきっかけに、十勝に移住している人も

出てきているそうです。そういうきっかけにも

なるのだなと思います。

それから、これは農家のお母さんたち、旭川

市の「ときめき隊」という地産地消のお料理を

紹介するグループです。このお母さんたちは直

売所を経営しているのですが、都会のお母さん

たちが野菜料理のつくり方をあまりに知らない

ので、冬場、時間があるときに、出前のスタイ

ルでお料理を教えています。巻きずしなどを子

どもたちと一緒につくるイベントもやっている

のですが、そういう巻きずしをつくった後、子

どもたちが必ずいうのが、コンビニのおすしと

同じだねというのですって。それくらい、今、

おうちではつくらなくなっているのですね。こ

ういうのは生涯学習とか社会教育の中できちん

と伝えないと伝わらない時代なのかなとも思い

ます。

これは道南乙部町の郷土料理の講習会の様子

です。８０代のおばあちゃん５人が先生になっ

。「 」 、てくれました つぼっこ汁 をつくってくれて

。子どもと若いお母さんがお団子をつくりました

御飯のお団子なのですね。ふかした御飯をつい

て、片栗粉を入れてお団子にしました。乙部の

若いお母さんたちに、おうちでつくっています

かと聞いたら、おばあちゃんがつくったのを食

べているだけで、自分はつくったことないとい

う反応だったのです。どんどん郷土料理が伝わ

らなくなっているのかなと思います。地域を挙

げてきちんと伝えることも必要なのかなと思い

ます。乙部では、郷土資料館の方がこういう朱

塗りのお膳をたくさん譲り受けて持っていて、

イベントのときに使っているのです。これもす

ばらしいことだなと思います。

それから、これは商店街でできる地域づくり

なのですが、留萌市の主婦のグループが経営し

ている「お勝手屋もえ」というお店です。主婦

グループが、留萌にふさわしいお土産を研究し

ていたのです。それを聞きつけた観光協会の方

が、空き店舗対策として、最初は夏場だけのお

店だったのですが、大繁盛して、今、店舗の数

もふえています。

行ったみたら、やはり繁盛している理由がわ

かります。というのは、主婦の方が買い物客の

目線でお店を経営しているのです。例えば、普

通、お土産屋さんだと、箱に入ったお菓子しか

売っていないことが多いですよね。ところが、

ここのお店では、留萌のお菓子屋さんのすべて

。のメーカーのものをばら売りもしているのです
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そうすると、味見をしてから買うことができま

すよね。なので、観光客だけではなく、地元の

人なども利用しています。正直、留萌の駅前は

相当なシャッター通になっていて、あまり人が

通っていないのですけれども、ここのお店だけ

繁盛していました。すばらしい活動だなと思い

ます。

これは熊本県小国町のお話なのですが、農家

民宿は皆さんいろいろ耳にしていると思うので

すが、日本で初めての商家民宿をなさったおう

。 、「 」ちなのです 九州の小国では ツーリズム大学

という民間による大学が行われていて、そこに

ずっと通っていた時計屋さんの御夫妻が、自分

たちもできるツーリズムはないだろうかと考え

て、古い石蔵とか、おじいちゃん、おばあちゃ

んが住んでいた離れを上手に利用して、お客さ

んを泊める民宿を始めたのです。小国もやはり

。商店街は本当にお店が減ってきて大変なのです

そういう中で、特に時計屋さんというのは、今

ものすごく苦戦しているそうですが、喫茶店と

かギャラリーも一緒に経営しており、うまく蔵

を利用して、すごくノスタルジックな雰囲気の

民宿を経営しています。奥さんがお料理上手と

、 、いうこともあって 福岡から車で２時間くらい

山の中なのですけれども、毎週のように福岡の

方が泊りに来ているそうです。お料理上手な商

人の方は、こういうのもこれからの商売として

考えられるのではないかなと思います。

ここがすごく人気を得たことで、近所の居酒

屋さんが会員制の居酒屋民宿を始めて繁盛して

いるそうです。小国には人気のある居酒屋さん

がたくさんあるのですけれども、隣のまちから

も随分飲みに来ているそうなのです。そうする

と、隣まちに帰るとタクシー代がやはり４,００

０～５,０００円かかるそうなのです。それだっ

たら、思いっきり飲んで居酒屋に泊まっていこ

うという人がふえているそうです。

これは、四国内子町にある農家民宿の玄関先

なのですが、すごくすてきな雰囲気ですよね。

これを経営している森長さんという方が、内子

の助役だった方なのです。助役をやめた後、地

域のためにもと、農家民宿をなさっています。

おじいさんの代からの農業なので、兼業農家を

しながら役場に勤めていた方なのですが、農家

民宿を開いて人を泊めたり、また、大きな広間

、 、があるのですが そこでコンサートを開いたり

本当に地域のコミュニティのための活動だなと

思います。

少しフランスの写真もごらんいただこうと思

うのですが、これはリヨンというフランス第２

の大きな都市の朝市の様子です。毎日朝市が立

って、地元の人たちがカゴを持って買い物に来

ています。例えばサヤインゲンとかトマトとい

う見なれたものなのですが、フランスの人はや

はりおしゃれなのかなと思ったのです。白い紙

を敷いていることで、ものすごく色鮮やかに見

えますよね。

また、近所の農家でつくっているチーズを、

こういうふうに冷蔵のショーケースで販売して

います。

また、山岳のローヌアルプス地方に行ったの

ですが、ここは牛を放牧して、そこで搾った牛

乳でチーズをつくっていて、チーズの認証、Ａ

ＯＣをとった、すごく高価なチーズ、ボッフォ

ーチーズをつくっていまして、それが高く売れ

ることもあって、離農がないというのです。代

々みんな農業を継いでいるというので、ちょっ

とびっくりしました。

さらに、ここは農業の補助金とか、景観を守

っているので、景観とか環境の補助金もＥＵか

ら出ているそうです。これがボッフォーの村の

風景なのですが、ピンクのかわいらしい建物は

役場なのです。役場の職員がちゃんとお花を飾

って、ちょっとかわいらしい感じですよね。

これは農家。これもグリーンツーリズム、フ

ァームインを経営するようになって、まちがす

ごくきれいになったそうです。

これはグルノーブルの近所の農家民宿の様子

です。豚小屋だったところを上手に直したそう

なのです。すごくおしゃれな雰囲気ですよね。
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中もすてきなインテリアでしたが、ここは、人

気のある民宿で、夏場などは個人客がすごく多

いのだけれども、秋とか冬とか、少しお客さん

が少なくなったときには、グルノーブルの企業

に出かけていって、セミナーの誘致をしている

。 、そうなのです そのときにいう言葉というのが

都会のごみごみとしたところで会議をしてもい

い意見が出ない。すばらしい景観の中で会議を

すると業績も伸びますよといって、セミナーを

誘致しているそうです。ぜひ北広島の場合も、

札幌などに負けないように、いい雰囲気の中で

いい会議をしましょうといった誘致もしていく

といいのではないかなと思います。

先ほどのすごくきれいな村の中で、８０何歳

かのおばあちゃんに出会ったのです。そのおば

あちゃんは、５０年以上前にパリから嫁入りし

、 、た方だそうですが その方がこの村に嫁に来て

グリーンツーリズム、ファームインを始めたそ

うなのです。やはり私たち、ヨーロッパの場合

は歴史があるから、昔からこういうふうにきれ

いで、自然発生的にファームインをやっている

のかなと錯覚をしていましたが、決してそうで

はないのですね。始めた人がいたからこそとい

うことを忘れてはいけません。

ちょっとだけ最後のまとめの話をしたいと思

います。

いい足りなかったことは、また後半のパネル

ディスカッションでもお話をしようと思うので

すけれども、これからに望むこと、情報受発信

の大切さ。これは北広島が持っているすばらし

さをもっともっと情報発信していくことが必要

だと思うのです。

ただ、発信するということは、実は情報を受

信していないと、自分のところのよさをアピー

ルできないですよね。なので、発信するばかり

でなく、受信もとても重要だと思います。

それと、北海道の悪い癖だともいわれている

のですが、こういうフォーラムはすごい人も集

まるし、たくさんあるのです。他府県に比べて

も、北海道は全国１、２ではないかといわれて

、 、いるくらい フォーラムが多いのですけれども

ちょっと行動力が弱いといわれています。考え

るだけで終わってしまうことがどうも多いよう

なのですが、まちづくりに関しては、もちろん

、 、考えることも重要なのですが それを実践する

行動することがものすごく重要だと思います。

みんな自分のまちをよくしたいとは思っている

と思うのですが、そのために何かをするのかが

とても重要ではないかなと思います。その話を

また後半でもさせていただければと思います。

では、私の時間、３０分で終了ですが、熱心

にお聞きいただきましてどうもありがとうござ

いました。(拍手)
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■演奏曲 Ｆ・ショパン作曲

ノクターン作品９－２

幻想即興曲

小犬のワルツ

矢 崎 由 佳 氏

ピアノ演奏ピ アノ演奏
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札幌国際大学長コーディネーター
村 山 紀 昭 氏

北広島市長期総合計画審議会会長

蕎麦居酒屋「山海亭」女将パネリスト
稲 田 保 子 氏

ＦＭメイプルパーソナリティー

よりづか☆ちょいスポ倶楽部
久保田 智 氏

統括クラブマネージャー

慶應義塾大学大学院教授
林 美香子 氏

キャスター・エコライフジャーナリスト

北広島市長
上 野 正 三

パネルディスカッション　これからの北広島のまちづくりパ ネルディスカッション　これからの北広島のまちづくり

皆さん、こんばんは。○村山氏

さわやかな楽しい

林さんのお話と、今

の矢崎さんのすばら

しいショパンを聞い

て、もうこれできょ

うはいいかなという

気分でありますが、しかし、これから総合計画

についての議論を行いたいと思います。限られ

た時間ですので、十分意を尽くせないかもしれ

ませんが、その点、御理解ください。

私は、今回、総合計画を作成する上で、市か

らお願いされまして、審議会が去年の夏から、

約３０人ぐらい、各分野の方が出ておられます
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が、その会長をしております。きょうもここに

たくさんの方がいらっしゃっております。１０

回ほど、三つ部会があったのですが、それを入

れますと２０～３０回になるでしょうか、大変

熱心に議論をしてきました。こういう審議会と

してはあまりない形で、本当に自由に、活発に

議論したといえるかと思います。

それで、始める前にちょっとだけ、その議論

を踏まえて、私なりの総合計画に関する、これ

からの議論の前置きとしてお話しします。総合

計画、１０年間と考えた場合、率直に申して頭

が痛かったのです。今は１０年前と比べても、

。いわゆる右肩上がりの時代は終わってしまった

少子高齢化というのが本当に日本の隅々まで、

我がまちでもそれは進んでいる。何か大きなプ

ロジェクトを誘致するとか、そういうこともな

かなか難しい。財政も非常に厳しい。こういう

中で何ができるのだ、きれいなビジョンをいく

、 。ら書いてもあまり意味がないのではないか と

そういう状況の中で、しかし、そういってい

たら総合計画になりません。それで、私どもの

審議会の思いとしては、そういう中でも、この

北広島は、先ほど前半でお話もありましたが、

道内のまちの中では数少ない地の利もありまし

て、少子高齢化は進んでいるが、まだ成長し続

けることができるまちであり、それだけいろい

ろな宝物がある。そういうことを踏まえて、や

はり前向きに計画を考えようと。

ただし、そのときに、もう一つの思いがあり

ます。それは、これからの時代は、行政にこう

いうことをやってほしい、ああいうことをやっ

てほしいというだけでは不十分ではないだろう

か。今回の計画の一つの大きな特徴は、市民と

行政が一緒にやるのだという点です。

というか、もっといいますと、市民一人一人

が自分で何かそれぞれが行動する、そういうも

のがあって、初めてまちづくりも生き生きとし

ていく。これを今回の計画づくりでは基本的な

柱に据えました。

そういう点で、先ほど最初のお話で、林さん

が最後にいっていましたが、考えているだけで

はだめだ、行動することが大事だといっていま

して、私はちょっと頭が痛いのでありますが、

思いとしては、審議会ではそういう議論が本当

に活発に行われたと思います。

そういう二つのこと、ある意味では右肩下が

りの時代の中でも、北広島としては希望を据え

る、そして子どもとお年寄りが手を携えて希望

を持てる、こういうまちにしたい。それと、市

民と行政が協力し合って、あるいは市民自身が

立ち上がって、いろいろな活動をする中でまち

づくりを進めたい。この二つのことが審議会の

委員の中でもほぼ共通の思いだったかと思いま

す。

そういう前提で、きょうもこのまちで実際に

ユニークな活動をされている市民の方お二人を

招きまして、その活動ぶりを聞かせていただい

て、さらにそれに林さん、市長にもいろいろお

話いただくと、こういう試みになりました。

そういう点で、これからの議論も、皆さんと

一緒に何をするのか、我々一市民としてこれか

らどんなまちにしていくのか、そういう思いを

ここでお互いに一緒に共有できればいいなと願

っております。

それでは、早速ですが、こちらから並んでい

る順番に、まずお一人ずつ、北広島のまちづく

りに関して思うところをいろいろお話しいただ

きたいと思います。

それでは、まず稲田さん。

皆様こんばんは。○稲田氏

。音楽っていいですね

余韻を壊したくないの

ですけれども、これか

らちょっと音楽につい

て語らせていただこう

と思います。

その前に、自己紹介

。をさせていただきます

私はＦＭメイプルパーソナリティ、そして駅
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前の蕎麦居酒屋山海亭の女将、稲田保子でござ

います。どうぞよろしくお願いいたします。

蕎麦屋ですけれども、これは定年を間近にし

まして、亭主が手打ちそばの修行をある日突然

黙々といたしまして、そして 「おれには夢があ、

る、そば屋を開きたい 、そんなことを申しまし」

て、夢に向かってそば屋を開店いたしました。

そして、私も学生時代からラジオの大ファン

で、パーソナリティにとてもあこがれていたの

ですけれども、とても難しい、林美香子さんの

ように容姿端麗、頭脳明晰な方でなければなか

なか夢がかないませんで、ところが、５０代に

なりましてから、北広島のＦＭメイプルでおし

ゃべりをさせていただくことになりまして、夫

婦二人、夢追い人でございます。

北広島のまちづくりなのですけれども、大き

な大きなテーマなのですけれども、ちょっと語

らせていただきます。

、 、ここで お耳を汚すかもしれませんけれども

ちょっと１曲お聞きください。歌のまち、皆さ

ん、小学校のときに習ったと思うのですけれど

も 「よい子が住んでるよいまちは 楽しい楽し、

い歌のまち 花屋はチョキチョキチョッキンな

鍛冶屋はカチカチカッチンな」こういう歌な

のですけれども、これが私のまちづくりの大き

な大きなテーマ、よい子が住んでいます、そし

て花屋がチョキチョキ、これは生活の場、皆さ

んが生き生きと暮らしていらっしゃる、これが

私のあこがれなのです。

この歌のまち、このまちにはピアニストの上

杉春雄さんをはじめすばらしい人たちが育って

おります。また、すばらしい聴衆、つまり聞き

手の皆さんがたくさんいらっしゃいます。その

一つとして、私どもの店、山海亭で 「ほろ酔い、

コンサート」と名づけて音楽会を催しておりま

す。これは既に１７回を重ねました。居酒屋で

グラスを傾けながら、演奏家の息づかいが聞こ

える、まさにそば屋の居酒屋コンサートでござ

います。これまで、民謡、津軽三味線、そして

シャンソン、フルート、バイオリン、ジャズピ

アノ、ギター、ジャンルはさまざまですが、お

かげさまでいつも、２０名なのですけれども、

満席です。わざわざ札幌まで出かけなくても、

駅前でゆっくり聞ける、そして、演奏後のプレ

イヤーとの語らい、初対面の人たちとのおしゃ

べり、ぜいたくな時間をありがとうと、お礼の

言葉までいただきます。その皆さんの笑顔に、

なんてすてきな人の住むまちなんだろうと思い

ます。音楽のまち、それは演奏者と、温かい聞

き手がいて成り立つのです。これは私の店のほ

ろ酔いコンサートのスケッチです。

さて、昨年１１月に、この芸術文化ホールで

「 」 。ハイドン復活記念コンサート がありました

この会場にいらっしゃる方にもお聞きいただい

た方がいらっしゃると思います。実はウィーン

に留学している愚息が、帰省のたびに 「お母さ、

ん、僕がウィーンにいるうちに、北広島と何か

ウィーンと交流ができないだろうか」といって

おりました。おうおう、でっかいこというじゃ

ないのと、母さんは内心思っておりました。

ところが、昨年の今ごろです 「バリトンとい。

う古楽器のコンサートをしたいんだけれども、

お父さんとお母さんに手伝ってほしい」と。そ

のとき私たちは、バリトンも古楽器も何である

のかも理解できませんでした。でも、音楽の勉

強を何とか１０年もしている息子がぜひ聞いて

ほしい、いや、聞かせたいというのだからと、

手伝うことにしました。

ことを進めるには本当に困難が伴いました。

、 。時間だけが過ぎて ８月になってしまいました

普通なら、とうにチケットが販売されている時

期です。ウィーンから帰省した息子は頭を抱え

ました。困り果てて、店にいらした親しいお客

様と幼なじみに、窮地に立たされている現状を

打ち明けました。ありがたいものです。２０代

から、そして７０代のメンバー１０人の実行委

員会が急遽結成されました。教育委員会からも

最大限のバックアップをいただいて、活動を開

始。とはいえ、クラシックです、古楽器です。

チケット売りは難しい、暗い情報ばかりがあち
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こちから聞こえてきます。売れないよ、売れな

いよ、そんな声ばかりなのです。これがＳＭＡ

Ｐだとか氷川きよし、そうなりましたら何の苦

、 。労もないのでしょうけれども バリトンですよ

ハイドンですよ。おいどんかハイドンか知らな

、 。いけれどもと ちゃかされる始末でございます

それに、６００席もある。どうしよう。あの広

い会場に、知っている人だけ、前列だけにポツ

ポツポツ。不安だけが大きくなりました。

ウィーンから３名の演奏家が来るのです。し

かも、北広島は日本初演の地です。最初の１枚

が売れたときは体が震えました。皆さん御存じ

でしょうか。バリトンとはチェロに似た楽器で

す。今から２５０年前、ヨーロッパで王様たち

の間で愛された楽器なのです。ところが、非常

に演奏が難しい。また、楽器の値段がえらく高

いために、幻の楽器になったのです。改めてＣ

Ｄを聞いてみました。温かい音色と安らかな響

き。実行委員のメンバーのＳさんはほれ込みま

した。これはすごいぞ、みんなに聞かせたい。

それからはみんながトップセールスマンです。

新聞、テレビ、ラジオ、マスコミにも働きかけ

。 、ました チケットの売れ数が知らされるたびに

仲間の拍手。まさに選挙事務所のようです。

当日が来ました。開演前に長い人の列。満席

になりました。そして、演奏を終えてからホー

ルから出てきたお客様のやわらいだ笑顔、私は

何だか潤んで、ぼやけて見えました。遠く旭川

からも来てくれました。札幌からのお客様は、

花ホールは初めてだったけれども、こんなに札

幌から近いんだねと、その交通の便のよさに驚

いていました。また、クラシックのコンサート

は苦手なんだと。だけど来てよかったよと、強

い握手を求められました。

そして、先日、ウィーンの実行委員長からお

手紙が届きました。３名の演奏家たちがヨーロ

ッパの音楽仲間に、北広島市のすばらしさを生

き生きと話している。ちょっとした北広島ブー

ムがヨーロッパで起きているのです。

たった１０名のボランティアメンバー、しか

も３カ月の短期宣伝。オーストリアと日本の国

際交流認定事業をやり遂げました。情熱が無理

と思えることを成功に導きました。私の人生に

とって感動的な金色の金メダルではありません

が、金色の１ページになりました。これはいけ

る。一人では何もできないけれども、熱い人が

１０人集まったら、音楽のまちとして全国発信

できるのではないかと夢が広がります。すばら

しい芸術文化ホールを有効に使えたらと思いま

す。

さて、歌のまちの２番目の歌詞は「よい子が

集まるよいところ 楽しい楽しい歌のまち」と

いう歌詞なのですけれども、まちが元気になる

必須の条件に、若い方たちの住むまち。思えば

ここに移り住んだのは３０年前。豊かな自然環

境が子どもたちに最高だとの思いでした。３人

の子どもがいます。男の子はトムソーヤに、そ

して女の子はアルプスの少女ハイジと思ってお

りましたが、この豊かな山、川が、女の子もト

ムソーヤにしてくれました。当時は子どもたち

がいっぱいでした。若いまちでした。でも、札

幌通勤の方がほとんどです。

今、時代は大きく変わりました。子育てをし

ながらの職業婦人が多くなりました。札幌市で

。は保育施設が大変不足していると聞いています

そんなことから、保育施設は重要な生活基盤で

す。かつてこのまちで子どもの教育現場にいら

した方、そんな方がこの北広島にはたくさんい

らっしゃいます。その方たちの助けを借りて、

保育環境の充実を高めて、若い住民をふやす政

策をとれればと思います。そして、これが生き

がいづくりにもつながります。また、３人の子

どもを育てた経験から、今、保育士さんとおっ

しゃいますけれども、若くてきれいな保育士さ

んもよろしいです。でも、おじいちゃんやおば

あちゃんたちの、年齢の違った方が保育にかか

わる、これはとても大切なことなのではないか

なと思います。

そして、歌のまち、最後ですけれども 「よい、

子が元気に遊んでる 楽しい楽しい歌のまち」
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とありますけれども、公園も、ゴルフ場も、パ

ークゴルフ場も、スポーツ施設も、そしてエル

フィンロード、いろいろな施設があります。こ

れに適切なイベントを組み合わせることによっ

て、ほかのまちからお客様がいらして、活気の

ある、楽しいまちになるのではと思います。

人と人とのつながりが、きっと絵に画いた餅

ではなくて、夢に描いたまちになることを私は

。 。信じております どうもありがとうございます

(拍手)

音楽を中心にしながら、あるいは若○村山氏

い世代がどんどん住みたくなって移ってくるよ

うな、そういうまちにしたいなというお話でし

た。

稲田さんは、最初にお話ありましたように、

御主人が定年になって退職されてから、本当に

一念発起というのですか、見事に御夫婦でお店

をユニークな形で発展させておられます。

それでは、次、久保田さん、お願いいたしま

す。

皆さんこんばんは。○久保田氏

私はよりづか☆ちょい

スポ倶楽部の統括マネー

ジャーをしております久

保田智といいます。地名

のとおり、四里塚、これ

は町内会の名前でして、

大曲地区の２７ある町内

会のうちの一つ、四里塚

振興町内会の町内会館をクラブハウスとして、

和室を借りて、活動拠点としています。

このクラブの立ち上げの発端は、実は私はラ

グビーをしておりまして、競技人口の減少の一

途をたどっているわけです、ラグビーというの

は。本当に人口が減っています。この普及にな

らないかなという気持ちから始まりました。こ

れが２００４年のことです。

ちなみに、この中で総合型地域スポーツクラ

ブを御存じの方いらっしゃいますか。聞いたこ

とあるとかいう方いらっしゃいますか。

本当にわずかですよね。実際にこの会場にい

らっしゃる方と私も同じでした。総合型地域ス

ポーツクラブに出会ってから、これがどういう

ものなのかを知ったというのが事実です。

総合型クラブというのは、簡単にいうと多種

目多世代といわれます。要するにいろいろな種

目があって、いろいろな年代が集うクラブが総

合型地域スポーツクラブの定義といわれていま

す。実際にこれはサッカーでいうヨーロッパの

クラブスタイルであるとか、私たちのラグビー

、 、でいえば南半球 ラグビーのクラブハウス体系

これを文部科学省が日本にも根づかせたいとい

う思いでやった国の政策の一つです。それを私

が個人で手を挙げまして、やってみたいと始め

たものです。

皆さん、この多世代というもの、あるいは多

、 。種目というもの 何かお気づきになりませんか

多種目、多世代、たくさんの人が集う。すなわ

ち、多世代がいるということは、地域なのです

よね。ですから、私としては、この多世代、多

種目を自分が住んでいる地域、私、北広島に住

んで１２年ですけれども、ちょうど自分ができ

ることは何だろうと思ったときに、総合型地域

スポーツクラブを通して自分のできそうなこと

に気づいたわけです。要するに、私も引っ越し

てきて、何だこのまちはと思ったわけですよ。

札幌がいいなとか、よその地域をうらやんだり

とか、北広島の悪口ばかり思っていました、実

は。でも、自分ができることって何だろうと思

った。総合型クラブに出会った瞬間から北広島

を再発見して、実はそれまでこちらの団地には

ほとんど来たことないです。大曲の出張所で全

部済むわけですから。４キロ行くのであれば、

清田区に行った方が近いわけです。でも、改め

て自分が総合型地域スポーツクラブをするよう

になって、総合体育館に来たりとか、役所の方

々と出会うようになって、北広島というまちを

初めて全部知ることになりました。
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そういうことができるのが総合型地域スポー

ツクラブなのだなということで、準備期間を含

めて３年間を費やして、２００８年の２月２９

日に設立総会をして、総合型地域スポーツクラ

ブ、よりづか☆ちょいスポ倶楽部がスタートし

ました。

社会には、文化といわれるもの、きょう耳に

した音楽もありますし、もちろんスポーツも文

。 、化の一つです その文化の一つであるスポーツ

、 、 、総合型クラブは 先ほどいったとおり 多種目

多世代がかかわることができます。私たちのク

ラブでも、下は４歳、上は７４歳までの３７３

名の会員がいます。それがすべて一つの種目で

はないですから、いろいろな種目に参加してく

れています。

主に大曲小学校を中心とした児童とそのお母

さん方、あるいはお父さんもいますけれども、

メインが「タグラグビー」というスポーツをし

ています。これはラグビーのタックルを抜いた

スポーツですけれども、これには、２月は週３

回やっていましたけれども、１回４０名以上の

参加者です。それが週３回となると、本当に時

間帯、放課後の時間を貸していただいている小

学校に本当に感謝しております。

それから、大人を中心にしたものには 「スポ、

レック」というテニス系のミニスポーツがあり

ます。実はこれ、体育館ですると、テニスとい

うのは１面使ってしまうので、意外と楽しめな

いのです。そこで、新潟県でつくったスポレッ

クというものを入れたところ、非常にニーズが

ありまして、火曜と木曜、きょうも１時からや

ってきました、ファミリー体育館で。きょうは

１１名の参加でしたけれども、１０代から７０

代まで参加者がいます。

それから、先ほどいった、うちは会館の和室

がクラブハウスですので、会館でできるものは

何かというと、ヨガなのですけれども、ヨガは

毎回１２名ほど、マットを１２枚敷くといっぱ

いいっぱいの大広間しかないので、そこでヨガ

だけではつまらないので、その前にアロマセラ

ピーも企画しました。毎週木曜日は癒しの日と

勝手にこっちでうたって、アロマセラピーのに

おいをかぎながら、夜の７時からヨガをすると

いうようなことも企画しました。

あとは、地域といいますか、千歳の青葉公園

へ行ったりするウォーキングをしたりとか、あ

るいは、うちはニュースポーツを普通にスポー

ツにしようと、ユニホック、ペタンク、ドッヂ

ビー、そういうようなスポーツを、バドミント

、ンとバスケットもそれに入れていますけれども

毎週水曜日にちょいスポ活動として、中学校の

体育館、これは学校開放事業を使ったもので、

結構中学校の体育館は広いので、それを４分割

であるとか３分割、とにかく時間帯で分けなが

ら、いろいろなスポーツをしています。

実はこれには、去年４月から、先週の３月３

日までに利用者が１,８５０人、年間通して２,

０００名を超えるクラブ運営をしております。

実際に施設を持たないクラブでもこれだけのこ

とができます。当然、クラブマネジメントとい

うのは必要になりますけれども、それだけでは

、 、なくて やはり地域の方の協力があったりとか

会員一人一人の意識の高さというものがスポー

ツに対する意識も高めていくであろうし、実は

このことも私たち総合型クラブの役割になりま

す。地域スポーツというのではなくて、実際に

月に１回はそば打ちもやっています。昨年のヒ

ットは、昼のヨガにあわせて、ヨガの最中、私

たちがそばを打っておいて、ランチつきヨガセ

ットをやりました。当然、そばの代金もいただ

、 、いているのですけれども それも非常に好評で

ヨガの後はそばを食べて、コーヒーを飲んでい

たら、いつの間にか夕方になってしまったとい

う、子どもたちが帰ってきて困ったという話も

ありましたけれども、そういうような企画をし

ながら、クラブライフを楽しんでいます。

実は昨年の年末には、うちは漬け物も漬けま

した。この玄米漬けが大変大好評で、その前の

ニシン漬けはあっという間にさばけたのですけ

、 、れども 玄米漬けもまだ何本か残っていまして
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それを食べながらお茶を飲んで話をするという

ような、要するにクラブハウスというのは人が

集う場所、会館というのはそういうものではな

いかと、総合型クラブを仕掛けたときに、そう

いう環境があればなというものも考えたもので

すから、漬け物を食べながら、そばを食べなが

ら、お茶を飲みながら、コーヒーを飲みながら

会員が集うという、四里塚会館を使わせてもら

って、非常にメリットがある活動だと思ってお

ります。

多世代が共通理念に向かって活動することが

実は一番大事な部分でして、近所づき合いが希

薄だとか、町内会の役員の問題、それからＰＴ

Ａの役員のなり手がないといったことは、本当

に今、非常に大きい問題です。決まった人への

負荷の低減の部分も含めて、私自身もＰＴＡ会

長を実は６年やっていまして、町内会の役員も

やらされているのですけれども、なぜ引き受け

たかというと、やはり一人ではないのです。総

合型クラブをすることによって、非常に手伝っ

てくれる人が多いです。実はＰＴＡの役員のほ

、 、とんどもクラブの会員の方々で それも地域は

私は大曲柏葉に住んでいますけれども、末広、

南ヶ丘、大曲の大体全域といいますか、フロー

ラル柏葉台町内会がいたりとか、なるべく重な

らないような状態で役員の方も選出できていま

す。

それから、町内会の活動についても、実は町

内会の役員だけでは何もできません、四里塚振

興町内会は。焼き肉のときには、中学生に手伝

、ってもらって子どものイベントを考えたりとか

ラジオ体操も、うちの町内会は子ども会がなく

なりました。運営者がいないからです。それを

すべて総合型クラブで請け負って、朝、ラジオ

体操も１０日間、町内会でないうちのスタッフ

が来て、朝、ラジオ体操をしていただいたりと

、 。か そういうふうな活動も現実にしております

実際に何かを変える上で、必ず私はよくいわ

れました。前例のないことは認められないと。

ただ、今までどおりのことをやって何が変わっ

、 。たのかといったら 変わらなかったのですよね

自分自身は総合型クラブを通して前例のないこ

とをやってみて、少なからず何か、だれかが動

くだろうと。一人ではないという部分で、今始

めていますけれども、理念があって、それに向

かう一つの意識、これがクラブステイタスとい

われるものです。

ちなみに、よりづか☆ちょいスポ倶楽部の理

念は簡単なものです。

一つは、子どもたちが健やかに育つ環境。

、 。二つ目が 地域住民が健康であり続ける環境

三つ目、住民一人一人の顔が見える環境。

この三つの実現に向けて、会員の方々、それ

から多くの地域の方の協力を得ながら、ビジョ

ンを進行中です。決して無理なくやっているつ

もりですし、本当の協力者がふえています。こ

ういうことが、ある意味、北広島市にも当然ビ

ジョン、ミッションがあるわけですから、私た

ちがやっていることが北広島に少しでも貢献で

きたらと思っています。

以上です。(拍手)

お一人で大曲に来られて、お一人で○村山氏

このクラブをつくって、すばらしい広がりを見

せているようですね。年間２,０００人ぐらいの

方、子どもからお年寄りまで、単なるスポーツ

クラブではないですね。今お話聞いていると。

それから、人と人がつながっていくことを非常

に大事にされているようです。

さて、今回、たまたまお二人のお話をまず伺

いましたが、こういうように、まちの中でいろ

いろな形でユニークにそれぞれ活動されている

方、たくさんいらっしゃると思います。そうい

うものがまちづくりのベースになるのだと改め

て感じました。

さて、それでは次に、林さんからまた自由に

まちづくりに対する思いなどを語っていただけ

ればと思います。

今、お二人からすばらしい活動の様子○林氏
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が紹介されて、すごいなと本当に思いました。

例えば久保田さんの活動、ぜひこれは全道に

情報発信してほしい。こ

んなすごい総合型スポー

ツクラブがあったのだ

と、ちょっとびっくりし

ました。札幌などでも町

内会を中心にさまざまな

活動が行われているので

すが、なかなかここまで

いかないですよね。これを各地区に広げていっ

たらすごいなと思いました。

あと、稲田さんのお話の中で、交通の便もい

いところにこの花ホールがあるというお話あっ

たのですが、その第１回が大成功していらっし

ゃるので、多分この後もその１０人は常に集ま

って、次のコンサートとなると思うのです。北

海道でいうと、札幌はホールが少ないのです。

本当は札幌でやりたいのだけれども、ホールが

見つからなくて、江別で開いたり、小樽で開い

たりという例が本当にあるので、そういう意味

では、花ホールでもどんどんコンサートを開く

と、また札幌からたくさんの人が来てくださる

のではないかなと、お話を聞いていて思いまし

た。

、 、あと 札幌圏内でも今話題になっているのが

北広島に４月にオープンするアウトレットモー

ルなのです。若い世代はすごく楽しみにしてい

ます。

それから、先ほどもちょっとお話ししました

が、７月にオープンするホクレンの複合拠点施

設、これもやはり目玉になると思うのです。食

、 、 、育だったり 農家レストラン 体験というのは

やはり都会の人はすごく楽しみにしています。

この二つの施設ができることしは、ぜひ北広

島の皆さんももっともっと情報発信をして、そ

の２カ所に来た人をずっと北広島のまちにも来

てもらえるようないろいろな工夫をなさるとい

いのではないかなと思います。

そのときに、北広島以外の者からの願いとし

ては、例えばおいしい喫茶店があるとか、おい

しいおそば屋さんとか、行ってみたいお店が一

つでも二つでもあると、お客さんは足を伸ばす

のではないかなと思うのです。

今、例えば全道各地においしいパン屋さんが

あるのですけれども、わざわざドライブで行っ

て買ったり、ネットで買ったり、かなり山奥に

もおいしいパン屋さんがある時代なのです。そ

してまた、経営が成り立つ時代なのです。おと

とい、私は黒松内に行っていたのですが、黒松

内においしい和菓子屋さんができたのです。鎌

倉から移住してきた方がつくっているそうなの

ですが、廃屋だったところを直してつくってい

るのですが、ものすごく町民の方たちが買いに

行っていました。

、 、都会の方で そういう技術を持っている人が

都会だとやはり土地代が高いとか、いろいろな

事情でオープンできないけれども、でもどこか

で独立したいと思っている方、たくさんいると

思うのです。そういう方たちにぜひ北広島で開

業してもらえるといいのではないかなと思いま

した。もちろん本人の努力だけで起業する場合

もあると思うのですが、地域によっては、そう

いった技術者を招いてというのでしょうか、空

き店舗で開いてもらうような工夫をしているま

ちも出てきていますので、ぜひそういうおいし

いお店がふえるといいなと思います。

、 、あともう一つが オープンガーデンというと

隣のまちの恵庭の恵み野が有名ですが、この北

広島にもすごくすばらしいオープンガーデンを

なさっている方が何軒かいるのです。白石さん

とか、本当にすばらしいお庭をお持ちの方がい

るので、もっとそのあたり、多くの人に知って

、 、もらえると 例えばおいしいコーヒーを飲んで

コンサートを聞いて、お花を見てという、札幌

から列車で１５分のところで癒しを感じられる

まちになるのではないかなと思います。

まだ北広島というと、住宅街として札幌では

知られていて、なかなかそういう遊びの部分は

知られていないところがあると思うので、ぜひ
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そのあたり、上手に情報発信してほしいなと思

います。

今お話にありました、７月オープン○村山氏

の予定の施設、大曲ですかね、場所は。ホクレ

ンがやる農業体験などの施設というのは非常に

楽しみですね。

それから、先ほどの久保田さんの話にありま

したが、スポーツといっても、食とも関係して

いる、健康に関係する、それから、そういうこ

とを通してまた多世代のつながりというもの、

みんなつながっていく。そういうつながりが、

これからのまちづくりでは非常に大事なことな

のです。一つ一つの活動は小さくても、それが

つながっていくことで、また情報発信すること

で広がっていくという、こういうことをやはり

いつもベースに置いておかなければならないな

と改めて思いました。

それでは、上野市長さん、一つ総合計画にか

ける思いなどありましたらお願いします。

おばんでございます。○上野市長

きょうは夜分お疲れの

ところ、本当にありがと

うございます。こんなに

たくさん来ていただきま

して、本当にこれからの

まちづくり、心強く感じ

ております。

北広島市は、先ほど課

長が申し上げましたように、昭和４５年が長期

総合計画のスタートであります。１０年間を４

回やりまして、平成２２年度が第４回目の最終

年度で、今回の総合計画は第５次の総合計画で

ありまして、今回、原案をつくっていただきま

した村山会長はじめ３０名の審議会の委員の皆

さんに心からまず感謝を申し上げたいと思いま

す。

そこで、今までの第４回目までの総合計画に

つきましては、どちらかというと人口の増加、

公共施設の建設だとか、右肩上がりの計画であ

りました。しかし、人口問題研究所の推計を見

ますと、２０３０年では、２００５年と比較し

ますと、北海道で約９５万人ぐらい人口が減る

という予測が立てられております。

しかし、北広島市は、若干ではありますけれ

ども、まだ人口が伸びる、そんな予測にはなっ

ておりますけれども、今までのような右肩上が

りの計画は非常に難しいのではないかなと私は

感じております。しかし、まちづくりの計画、

目標でありますので、このまちが少しでも豊か

になるという、そんな計画、夢の持てる計画は

必要だと思っているところであります。

そういう中で、今、北広島の置かれている現

状につきましては、日本全体がそうなのですけ

れども、大変厳しい経済情勢、地方も国も大変

財政的に厳しい状況にありますけれども、今、

、 、いろいろなお話がありましたように 大曲では

４月の２２日に１２０店舗が入る大きな商業施

設がオープンを予定しておりまして、また、７

月には、大曲の夢プラザの手前でありますけれ

ども、ホクレンが持っております土地、全体で

約１８ヘクタールぐらいあります。ここにグリ

、 、ーンツーリズムの関係で 都市と農村の交流で

農業の振興も一つあるのですけれども、農家の

皆さんがつくった直売所だとか、それから地元

、 、でとれた農産物を使ったレストラン それから

子どもたちだとか若いお母さん方の食育をする

ような研修施設だとか、農業の体験をできるよ

うな、そんな施設ができる予定です。７月から

一部活用がされるので、そういうことを考えま

すと、今、全道で大変厳しい中にあって、北広

島市は明るい材料があるのではないかなと思っ

ております。

そういう中で、この北広島のまちをどう活性

化をさせたらいいのか、三つあるのではないか

なと思っております。

一つは、やはり地理的条件、北広島市は道都

札幌に隣接しまして、ＪＲで１６分、空港まで

２０分というところ。それから、大曲は国道３
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６号だとか高速道路だとか、こちらへ来ますと

２７４号などが通っております。大変な交通の

要衝地域であります。そういうことから、市が

大曲につくった工業団地には、流通関係と申し

ますか、北海道新聞だとか朝日新聞、毎日、読

売という、国内、道内、主要な新聞社の印刷工

場が立地されております。全国的な工業団地を

見ましても、このぐらい新聞社の印刷工場がか

たまっているところは実はないという、そうい

うことから見ましても、立地的にすばらしい条

件でありまして、市のつくった工業団地も実は

完売になっています。今、企業の進出のことで

いきますと、大曲に土地はないですかというお

話もありまして、やはりこれから若い方が勤め

る雇用の場の確保だとか、これからやはり自主

財源を確保しなければならないので、一つ計画

をしているところであります。

また、これから人はそうはふえないのではな

いかなということで、交流人口をふやす、そう

いう手立てが必要ではないかなと思っておりま

す。これから３月に、全国の中学生の空手道大

会があります。３日間ありますけれども、全国

から子どもたちが１,０００人、お父さん、お母

、 、 、さん おじいちゃん おばあちゃん含めますと

３日間で１万人ぐらい、総合体育館に集まって

きまして、こういうことが地元の活性化に結構

つながっていくのではないかなと思っておりま

す。

また、エルフィンロードを活用したマラソン

大会も、最初は３００人ぐらいの参加だったの

、 、ですけれども 昨年は１,５００人を超えており

これはやはり環境がいいから参加、全国から来

ていただいておりまして、そういう意味で、交

流人口をふやすために、そういうさまざまなイ

ベントを組むことが必要ではないかと思ってお

ります。

また、住環境につきましても、ほぼ中心部に

特別天然記念物の野幌原始林やレクの森といわ

れている約４０ヘクタールの森がありますけれ

ども、そこに隣接するように森が分散をしてい

るまちでありまして、非常に環境がいいという

評判をいただいております。しかし、まだ住宅

を建てられる土地が約１００ヘクタール以上あ

るものですから、そういう意味で、交流人口を

、 、ふやしながら やはり定住をしてもらうことで

今までは市が直接ＰＲするというのはなかなか

下手なものだったものですから、これから少し

まちのセールス、シティセールス、まちの魅力

を発信していきたいと考えております。

また、最後にもう一つは、やはり先ほど林先

生がいわれましたように、うちはやはり行動す

る市民が多いことがすごい財産だと私は思って

おります。今、稲田さんだとか久保田さんがい

われましたように、スポーツ、文化の活動、さ

らには、花づくりだとか、環境だとか、教育だ

とか、福祉だとか、市内でさまざまな自主的な

活動をしている多くの市民の皆さんがいます。

、 、先ほど会長ともお話をしましたけれども 今

退職をされて、自由になられる方がたくさん出

。 、 、てきております 実は今 団塊の世代ですから

６０歳を基本にしますと、大体毎年１,０００人

ぐらいの方々が６０歳になっています。今まで

は７００～８００人だったのですけれども、そ

んな時代でありますので、その皆さんの今まで

の培われた経験だとか専門性だとか技術を、い

かにまちづくりに参加していただくか、そんな

参加していただく仕組みづくりを進めていきな

がら、私は市民の皆さんとともにまちをつくる

ことを基本にしておりますので、皆さんととも

に、この１０年間の長期総合計画、少し活力の

ある、魅力のあるまちづくりを進めてまいりた

いと考えております。

ありがとうございました。○村山氏

ひとあたりお話いただきましたが、せっかく

ですから、少し焦点を絞りまして、それぞれい

ろいろな大変いいお話を聞くことができたので

すが、皆さん、改めて緑色のパンフレットの最

、 、後を見ていただきたいのですが 今回の案では

重点プロジェクトを三つ立てております。
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私どものまちは、今、市長さんのお話にもあ

、 。りましたように いろいろな可能性があります

住みやすいまちである、環境がいい、それから

交通の利便性もいい。しかし、少子高齢化は着

々と進んでいて、黙っているとしぼんでいきま

す。

今回、私どもの審議会では、少子高齢化に負

けないまちづくりをするぞということを考えま

した。そういう中で、端的にいうと、可能性は

いろいろある、十分あるけれども、それを現実

にするにはいろいろな手立てが必要だと。

具体的にいいますと、交流人口と同時に、や

はり定住人口をふやさなければならない。高齢

化だけではだめだ、お年寄りの経験を生かしな

がら、若い世代がもっと住みたくなるまちにし

なければならない。これが第１番目です。その

ためには、保育所が十分であるとか、医療の問

題、産科ができないかなとか、そんな議論をい

たしました。そういう、まず１番目、子育て支

援。子育てが本当に安心してでき、若い世代が

いろいろなところから、このまちで子どもを育

てたいと思えるようなまちにしたいというのが

一つ。そのために、教育も非常に充実している

ことが必要でしょう。

それから、ただ子育てだけではなくて、やは

り若い世代が来るためには、まちのにぎわいが

必要です。これはどうしたらいいか。今もいろ

いろ市長からお話ありました。サイクリングロ

、 。ードを活かすとか いろいろなアイデアがある

にぎわい、これをどうつくっていくか。これも

なかなか難しい課題ですが、これはセットで大

事だと。

トータルに言って、３番目の、住みたくなる

まちにしたいという課題がある。この三つは１

セットで、これから１０年、行政も市民も一緒

にこのまちをつくっていく上での基本的な方向

として常に追求していきたいので、このプロジ

ェクト三つが提起されております。

そういう点で、いうのは易しいのですが、実

際に、例えば２番目、にぎわいをどうするか。

若い世代が来たくなるようなまちにするにはど

うしたらいいか、その手立てが必要。つまり、

いろいろ可能性はありますが、それに対してど

んな手立てをすると、それが実際のものになる

かというところは、いろいろ工夫しなければな

らない。

そういう点で、特に若い世代の方々にどんど

、 、ん来ていただくため あるいはどういう手立て

あるいは付加価値、そういうものをこれからの

このまちのまちづくりで考えていったらいいか

について、お一人ずつ、自分の思いを語ってい

ただきたいと思います。可能性を現実のものに

するために、例えばイベントだったら、イベン

トをこういうふうに考えたらいいとか、お一人

ずつ、どうぞ。

また順番にいきましょうか。

私はエルフィンロードにとても魅力○稲田氏

を感じておりまして、あそこは本当に親子で楽

しめる場所だと思っております。ちょっと略歴

にも書きましたけれども 「きたひろしま大志さ、

くら会」と名づけまして、北広島に桜の木を植

えようということを市民ボランティアで活動し

ております。北広島ではお花見をする場所とい

うのが、あまりないのです。ここに古くから住

んでいらっしゃる方に聞きましたところ、北広

、 、島というのは 団地ができる前貧しいところで

花見をする余裕などなかったのです。桜の木が

育つにはとても年月が要ります。そういうこと

で、桜の木を植えようという運動にかかわらせ

ていただいておりますけれども、木をたくさん

植えて、そして親子でお花見をしたり、エルフ

ィンロードを親子で自転車で遊んだり、そうい

う活動を続けるのは、ほかの市町村に誇れるす

てきなことだと思います。

いろいろなイベントを多様にやって○村山氏

。 、いく必要があるのでしょうね 審議会の中では

フットパスなども、丘陵地帯ですから、非常に

いいなという意見も出ておりました。



- 23 -

北広島市　総合計画フォーラム

それでは久保田さん。

私は総合型クラブを通しての活動○久保田氏

が中心ですので、実は先ほどいったスポレック

という活動で、新潟県糸魚川発祥で、昨年、糸

魚川から５名の指導者のもとでスタートしてい

ます。今年度は６月に「北海道＆新潟県交流ス

ポーツ大会」を、体育館を予約して、新潟県か

ら１０名から２０名、村上市と糸魚川から来る

ので、これをすることによって、ホテルに泊ま

ってもらったり、旅行パックを考えたりとか、

実は来年度、１月１０日に、全道のタグラグビ

ー大会も決まっております。総合型クラブ、う

ちのクラブが北広島市にあるので、そこから発

信しながら、人の集まるイベントというものは

確実に年々ふやしています。

それから、地域のことを考えますと、実は中

、学校を卒業すると高校はばらばらになりますね

同じ高校に行くわけではないので。ところが、

大曲地区の子どもたちは毎週水曜日に集まれる

。んだよねといって中学校を卒業していきました

、今の高校１年生が中１から始めた活動ですので

毎週水曜日、おばちゃんたちとバドミントンし

たいのだといって、１６、１７歳の高校生が遊

びに来ます。そういうのも含めて、地域の子ど

もたちが帰ってくる場所、毎週水曜日、中学校

の体育館に来たら、おばちゃんたちもいるけれ

ども、自分たちも一緒に友達にも会えるんだな

という、そういう環境が間違いなくできている

と思っております。

林さん、にぎわいとか魅力をどうつ○村山氏

、 。くるかについて 何かアドバイスありませんか

ホクレンの施設ができますが、先ほどの打ち

合わせのときも話が出たのですが、結構ここか

らは遠いですから、札幌からいろいろなお客さ

んが来ても、そこで終わって、いいところです

ねといって帰ってしまう。まちにとっては何な

のだろうと。アウトレットモールもそうです。

そういう点で、やはり何かいろいろな可能性が

あっても、それを本物にするのには、素材に付

。加価値をつけることが必要なのだと思うのです

このことについて、何かアドバイスがありま

したらお願いします。

アウトレットモールにしてもホクレン○林氏

の施設についても、やはりどういうふうに一緒

にやっていくか、コラボレーションできるかと

いうのは、商業施設なだけに、お金の問題とか

いろいろあるのかもしれませんけれども、たく

さん人が集まる場所になるわけですから、そこ

で北広島がこんなにすばらしいところなのだと

上手にＰＲする場所になっていってほしいなと

思いますね。

例えば、久保田さんがそこに行っていろいろ

。なスポーツを見せるというのはどうでしょうか

今聞いたスポーツを札幌市民がみんなわかるか

というと、何だろうそれはという人が多いと思

うのです。実際にそこで例えば子どもたちがそ

ういうスポーツをやっていたりすると、ここの

まちはすごいなと思うでしょう。

きょう、本当にたくさん来てくださっていて

うれしいのですけれども、ちょっと若い人が少

ないかなというのは、残念です。ちょっと難し

そうに思われてしまうからかもしれないのです

が、こういう１０年のことを考えたすばらしい

まちづくりをどう若い人に伝えるために、いろ

いろな世代向けにこうしたイベントもしなくて

はいけないのかなと思うのです。もちろん若い

世代の方も何人か来てくださっていて、すごく

うれしいのですけれども、そういう若い世代に

どうアピールするのかというのも重要なのかな

と思います。

例えば子育て中の若いお母さんたちだと、思

っているけれども、なかなかこういう場には出

てこれないこともありますよね。例えばメール

だと難しいとか、いろいろなこともあるような

のですが、札幌で前に緑の計画を立てたときの

事例です。一般公募の委員の人って、やはり会

。 、議に出られる方は限られていますよね それで
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在宅で委員ができるように、その時はファック

スをうまく利用したことがあったのです。なの

で、ここには来れないけれども、いろいろなこ

とを思っているという、まさにパブリックコメ

ントで集めるという方法ではあるのですが、も

う少しこちらから近づいていって、語ってもら

えるような場の設定というようなことも必要な

のかなと思いました。

あと、きょうもＪＲを利用して来ましたけれ

ども、きょうはパンを売っていたのですけれど

も、あそこは直売所の支店にできないのかなと

思いました。今、全国的にも「駅ナカ」と呼ば

れるショップがすごい人気ですが、駅ナカの直

売所で成功している地域もあるのです。あそこ

は相当な交通量もあるでしょうから、何かあそ

こをうまく使えないのかなとも思いました。

あと、先日、石狩に行ったときに、石狩も団

地の高齢化がすごく進んでいるので、農協がや

っている直売所に行けない地域も多いらしいの

です。それで、移動型の直売のシステムを今考

えているそうで、それを市から一般公募型で、

。どういう形でやるかを今公募しているそうです

これからの高齢化にふさわしい直売所のあり方

を考える時期かもしれません。みんなが車で行

けるわけではないですから。直売所でも配達し

てほしいという声が随分あるそうなので、何か

これはまた次の商売、それこそ新しいコミュニ

ティビジネスにもなるのではないかなと思いま

した。

今のお話、何も農業者、農家の方々○村山氏

だけではなくて、ここのまちに専業農家は今１

００戸に満たないぐらいしかいないのですけれ

ども、いろいろな方が家庭菜園ですとか貸し農

園で一生懸命汗かいて、楽しみながらやってい

る。そういう産物を移動の形で市内の各地で、

各場所で売っていくというのは、本当にこれは

いい活動になりますね。

それから、ホクレンの話ですが、もう一つ、

食の教育という点では、学校側も、恐らく学校

教育の中でも活用を大いにできるのではないか

と思うのですが、その辺も含めて、市長、何か

お考えがあれば。

先ほどのホクレンの関係だけでは○上野市長

ないのですけれども、当然、そこで子どもたち

が食の教育をできるような、そういう施設もあ

るのでありまして、また、実はいろいろな試験

のための田んぼだとか畑だとかもつくっていた

だけるわけでございますけれども、北広島市は

寒地稲作発祥の地であります。１４０年前でご

ざいますけれども、その当時の「赤毛」という

品種の米が、今、市内でもずっと引き継いでつ

くられております。そこで、ホクレンさんの田

んぼの中に、実は赤毛種を栽培して、近くの小

学生にも田植えから刈り取りまでやっていただ

いて、そして最後は食べるのであります。

参考までに、赤毛は、炊いたばかりであれば

ほとんど今のお米と変わらないぐらい、本当に

おいしい米です。ただ、冷めるとやはり味が落

ちますけれども、そんな状況であります。

にぎわいと申しましたけれども、札幌の観光

の入込数というのはたしか１,３００万人だと思

います。北広島は大体７５万人ぐらいです。そ

のうちの半分、３５万人は、実はゴルフ場であ

ります。それで、やはり今までは通りすがりの

まちといわれてはおりましたけれども、やはり

、 、 、ＰＲが 知ってもらうことも非常に重要で 今

札幌広域観光圏といいまして、札幌だとか管内

の市町村が一緒になりまして、お互いに情報を

交換して交流人口をふやそうというようなこと

もしております。

そういう中で、実はホテルで学会があったと

きに、海外の大学の先生が、レクの森に行きた

いと。朝起きて、自転車で行きたいということ

で、自転車に乗ってレクの森の中を走れますか

ら、そこでこの森はすばらしいという評価をい

ただいておりまして、我々は原始林かというふ

うな、そんな気にしかならないわけでございま

すけれども、あれは開拓当時から先人が残して
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いただいた森でありますので、やはりもう少し

この森に入りやすいように、自転車道路から散

策路をつくるなど考えておりまして、これから

。交流人口をふやしていきたいと思っております

魅力をどんどん発信していく。その○村山氏

ためには、具体的にはいろいろな、今、市長の

お話のような手立てをして、それからイベント

を工夫したり、そういうことで交流人口をふや

す。それから、若い世代がどんどん住んでくれ

るように、そのためには、北広島で子育てをす

ると教育環境もすばらしいよと、単に住環境が

いいというだけではなくて、ブランドになる。

つまり札幌近辺の人たちにとっては、北広島で

子どもを育てるというのはベストの環境ですよ

と広く伝わっていくというぐらいのことをこれ

からいろいろ考えなければならない。

さて、ここで、もう時間がだいぶ経ちました

が、せっかくでありますから、会場の方から、

２、３人に限って、御発言を願いたいと思いま

す。申しわけありませんが、時間の関係上、お

一人２分程度でお願いしたいと思いますが、御

発言したい方、手を挙げてください。まちづく

りについて、今のお話を聞きながら、自分とし

てはこんなことが大事ではないかというような

御発言があったらよろしいかと思いますが、ど

うぞ。

＜会場との質疑応答＞

大曲に住んでおります。○会場

住みたくなる地域づくりはもちろんわかるの

ですけれども、それには、我々、老齢化してい

ますけれども、今住んでいる我々が快適で健康

な地域住民として生活しているかということが

あると思うのです。

このプロジェクトに欠けている視点は、具体

性にちょっと欠けるかなと。あるいは、緑とい

うだけではなくて、それには森を育てるという

観点も必要でしょうし、環境では、景観も必要

だと思うのです、緑の景観、住みよい景観。

それを含めて、あとは除雪の問題で、雪を克

服するという、そういう観点ももう少し取り入

れてほしいと思いますし、何よりも欠けている

のは、地域の生活に一番密接に関係している町

内会、先ほど話が出ていましたけれども、町内

会という視点が欠けているのがちょっと不安で

す。

というのは、一人一人、これからの市民同士

のつながりを挙げていますけれども、基本とな

るのは、我々日常生活をして、一番つながりの

あるのは、行政よりも町内会なのですよね。こ

の町内会が、先ほど出ていましたけれども、随

分劣化しています。会長のなり手がいない。そ

れから、そもそも立つ位置がはっきりしていな

い。町内会が、みんながどうとらえてどういう

ものであるか、そういうことの指導監督にもう

少し留意してほしいと思います。

わかりました。町内会の問題なり、○村山氏

それから、最近行われているコミュニティサロ

ンのようなものについては審議会でも何回か議

論がありました。やはり町内会の環境は大事だ

と、答申案の本編にはきちんと書いてあります

ので、後ほどまた御確認いただきたいと思いま

す。

そのほか御発言ございますか。先に手が挙が

った方、どうぞ。２分程度で、恐縮ですが、お

願いいたします。

富ヶ丘に住んでおります。○会場

きょう、そうそうたるメンバーがパネリスト

を務められて、村山先生がコーディネーターを

されるという、こういう席にお招きいただいて

非常に光栄に思っております。

まちづくりというテーマで議論されてこられ

たわけですけれども、まちづくりにおいて、仮

にネック、ウィークポイントになるものがある

としたら、それは果たしてどのようなものであ

るか、今まで発言されてきた市長も含め、林先

生も含め、ちょっとパネリストの方にお伺いで
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きればなと思っております。

時間の関係上、参加者の皆さんとパ○村山氏

ネリストの間の一問一答的なことはちょっと勘

弁していただきたいのですが、最後にパネリス

トに一言ずつ話していただきますから、そのと

きにまた触れていただきたいと思います。まち

づくりにとって特に障害になるものは何ぞやと

いうことですね。

もう一人だけ、これで終わりたいと思います

が、時間の都合で、２分でお願いします。

大変いいことを聞かせてもらっている○会場

のですけれども、もう少し後ろまで聞こえてい

るかということを意識しながらやってもらいた

い。みんな同じではないから。やはり年配の人

も来ているから、オクターブ上げていわなかっ

たら聞こえづらいのです。そういう心配りがな

い。

、 、 、それから きれいにいおう いおうと思って

最初のアナウンサーから、私、指摘しようと思

ったのだけれども 「あいうえお」をはっきりい、

えばいいのです。あいうえおをはっきりいって

発音をはっきりしてもらわないと聞き取りづら

いのです。

わかりました。それは運営の問題で○村山氏

す。

それでは、後ろの方、どうですか。聞こえづ

らいですか。大丈夫ですね。ＯＫだそうです。

大丈夫そうです。

それでは、もうちょっと会場の方からも御意

見いただきたいところですが、だいぶ時間も経

、 、ってきましたので いろいろな御議論を受けて

パネリストの方のいろいろな御発言を受けて、

いよいよ最後、一言ずつ、こんなことをこのま

ちでこれから追求したい、追求した方がいいと

いうことを、先ほど出た幾つかのものについて

もうちょっと触れて、例えば子育ての問題、教

育の問題、交流、イベントの問題、いろいろな

直売所など、あるいは食育の問題とか、スポー

ツの問題、多世代交流の問題、そしてまたにぎ

わいをどうつくるか、こういう点で、改めてお

一人ずつ、抱負を含めてお話しいただきたいと

思います。

商売を始めまして、実に多くの人に○稲田氏

出会って、助けられまして、そしてやっと北広

島の市民になったのだという感じを受けており

ます。

一番先に御紹介しましたけれども、よい子が

住んでいるよいまちはということで 「花屋はチ、

ョキチョキチョッキンな、鍛冶屋はカチカチカ

ッチンな」これは商業が、働く人が生き生きと

働いている姿です。

これは長期計画ですけれども、現実に今、北

広島市の駅前、飲食店、そして小売業、本当に

。 、大変な現実があります 北広島を愛する皆さん

、 、きょう お帰りにちょっと一杯飲んでいこうか

ちょっと御飯を食べていこうか、そういう気持

ちで北広島を育てていただければありがたいと

思います。

それでは久保田さん、どうぞ。○村山氏

私にとってピンチといいますか、○久保田氏

ウィークポイントというのはチャンスだなと思

っています。そこから思い浮かぶことはたくさ

んあって、それを無理とかだめと思ってしまっ

たらそこで終わりなのですけれども、そこから

芽生えてくるチャンスはたくさんあって、それ

が私にとっての人づき合いだと思います。厳し

いことをいわれることを叱咤激励と受けとめな

がら、それをチャンスに変えてやっていくこと

が楽しみに変わって、たくさんの笑顔が生まれ

ると思います。私自身はその信念で、今後も北

広島市、私の子どもたちもふるさとになると思

いますし、たくさんの子どもたちのふるさと、

、 、 、それから 私が行く道 諸先輩方に追いついて

年は追いつかないですけれども、皆さんがやっ
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てくれたことをもっといいまちにするために頑

張ってつなげていきたいと思っています。

ありがとうございました。

頼もしいお話ですね。○村山氏

それでは、改めてまた林さん、アドバイスな

ど。

先ほどの御質問で、まちづくりの障害○林氏

というものは、いろいろな場面があると思いま

す。私は連携の大切さというお話をしたのです

が、ときとして、例えば農業者と商工会が対立

をしたりなどという場面もあるのです。本当は

地域のことを思っているはずなのに、うまくい

かないというのは、もう少し地域全体を見る目

が必要なのではないかなと思うことはよくあり

ます。

あと、きょう、若い人が少ないというお話も

したのですけれども、ぜひ女性の皆さんにもも

っともっと参加してほしいなと思います。男性

の視点と、やはり女性の視点、両方があわさっ

て毎日の暮らしというのは豊かになっていくの

ではないかなと思います。

あと、行動する大切さを先ほどお話ししまし

たが、これはそれぞれのお立場でいろいろ違う

と思うのですが、九州の湯布院というまちが地

域づくりをすごく頑張っていますよね。湯布院

に行って、いろいろなまちづくりを見て感激を

したのですが、その中で一番感激したのが、幼

稚園児もまちづくりに参加していることです。

それは何をしているかというと、幼稚園児が火

。 、の用心のパトロールをするのです そうすると

子どもが歩くことは、まちの人がすごく心が和

むし、子どもの目で見ると、まちの危ないとこ

ろが見えたりもする。子どもたちが歩くと、ま

たまちにみんなが見に出かけるようになり、小

さな子どもができるまちづくりもあるのだなと

思いました。

北海道でも、例えば釧路と合併しましたが、

阿寒町は、小学生の子どもが地域の観光のマッ

プをつくって配ったりもしているのです。子ど

、もたちもできるまちづくりもたくさんあるので

ぜひ、先ほど多種目、多世代というスポーツク

ラブのお話があったのですが、まちづくりはま

さに多種目、多世代で頑張ってほしいなと思い

ました。地域の人がこんなにたくさん集まって

一生懸命考えていくのはすばらしいことだなと

改めて思いました。

きょうはありがとうございました。

それでは、市長、よろしくどうぞ。○村山氏

私は子育ての関係につきまして、○上野市長

やはりこれからは子育てが重要なことの一つで

、 、 。ありまして 今 保育所は待機児童もおります

やはりこういうことを解消するための対策を立

てています。また、小学生の子どもたちが放課

後、家に帰っても一人だとか、そういう対策の

学童クラブにつきましても、これはやはり児童

が多くて、施設も狭隘になっておりますので、

そういう部分で、子どもたちのための施設をつ

くるようにしなければならないと考えておりま

す。

また、今は若いお母さん方が子育てに対して

大変悩みを持っております。そういうことで、

この５月からは常設の子育て支援センターをつ

くりまして、そこへ行きますと、同じような世

代の皆さんが集まって、指導者が悩みを聞いた

り指導したり、そんな施設もつくってまいりた

いと考えております。

それから、先ほどのネックになるものという

お話がありましたけれども、今、北広島市には

６万８００人の市民の皆さんがおります。それ

ぞれその考え方が６万８００通りあるのではな

いかなと思っております。それをいかにまとめ

るかが、これから非常に重要になってくるので

はないかなと思っているところであります。

以上です。

どうもありがとうございました。○村山氏
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大体時間がまいりました。本当に短い時間で

したが、それぞれユニークなお話をしていただ

けたかなと思います。

最初にもいいましたように、このまちは北海

、 、道の中では本当にわずかな まだ努力によって

頑張れば地道に成長できるまちです。可能性の

十分あるまちです。

私は、過疎で苦しんでいる道内のまちの人に

対して、こういう可能性があるのに市民が頑張

らなければ本当に申しわけが立たないくらいに

思っております。そういう意味で、北海道の模

範にならなければならないと思います。

その上で、交流人口と定住人口、両方に視点

を据えて考えていきたい、いかなければならな

い。

交流人口のためには魅力づくり、イベント、

それから情報発信というようなことがきょうい

ろいろ語られました。ただ施設ができた、よか

ったよかっただったら、絶対それはまちづくり

には効果が上がりません。そういう点では、交

流人口の面でもいろいろ工夫して、イベントを

市民自身も加わってつくっていかなければなら

ないと思います。

それからもう一つ、やはり定住人口をふやさ

なければならない。高齢化、少子化に負けては

ならない。このまちは出生率が、北海道も全国

で低い方ですが、さらに低いのです。若い世代

に引っ越してもらいたい、空き家はいっぱいで

きてきていますから、少しいろいろな工夫をし

て入ってもらう。それから、出生率を上げても

らいましょう。若い世代、きょうあまり来てい

ないですけれども。

そういう点で、北海道でよくいわれますが、

素材はいいけれども、どうもそれが製品になっ

ていない。住環境、自然環境という素材はすば

らしい。だけどそれに対して付加価値ができて

いない。その付加価値の一つが、例えば子育て

の環境であり、すばらしい教育が行われている

ということです。それから、まちににぎわいが

ある。結構おいしいものが食べられる。健康づ

くりに非常に皆さん一生懸命。こういう付加価

値を、素材に対してちゃんとつけて世に出して

やる、そういう努力がこれから本当に必要なの

ではないかなと改めて思います。

ケネディが大統領に就任したとき国民に呼び

かけた有名な話がありますね。国が皆さんに何

をしてくれるかではなくて、皆さんが、国民一

人一人が国に対して何ができるか、こう考えて

国づくりをしましょうとケネディが呼びかけた

のです。

まさにそうだと思います。これからのまちづ

くりは、ひょいと大プロジェクトでいい話が起

こる、まちが潤うことなどあり得ません。ます

ます厳しい財政状況であります。高齢化も進む

でしょう。

そういう中で、大事なことは、市民一人一人

が、我々一人一人が何をするか。私も何かしな

ければならない。４月から取り組むのですが、

市民一人一人が自分で考えて、自分で楽しみな

がらやる、そしてそれを人と人との間でつない

。 、 、でいく まず自分が楽しむ それを人に伝えて

つないでいく、そしてそれをさらに広げていく

というようにしてまちづくりが広がっていくの

がいいのではないかなと思っており

ます。

どうも長時間、いろいろ熱心に御議論いただ

きまして、特にパネリストの方々、ありがとう

ございました。

それから、参加者の皆さん、本当にありがと

うございました。

これで終わります。(拍手)
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北広島市総合計画（第５次）原案

１ページ

計画策定の趣旨

市の現状と時代の潮流

計画の概要

　わが国の社会経済状況や地方自治体を取り巻く環境は大き
く変化してきており、少子高齢化の進展、地域主権型社会へ
の流れや環境問題など、地域のまちづくりにおいて対応すべ
き課題が数多く現れてきています。
　この総合計画は、こうした時代の変化や課題に適切かつ速
やかに対処し、本市がめざす将来像を明らかにするとともに、
その実現に向けたまちづくりの指針とするものです。策定に
あたっては、右の視点に留意しました。

１　市民と行政の協働による計画

２　分かりやすい計画

３　地域経営の視点を持つ計画

１　市民と行政の協働による計画

２　分かりやすい計画

３　地域経営の視点を持つ計画

１　市民と行政の協働による計画

２　分かりやすい計画

３　地域経営の視点を持つ計画

１　市の現状と特色 ■人口・世帯：平成21年（2009年）9月末現在の住民基本台帳人口は、
　60,864人（現総合計画がスタートした平成13年度（2001年度）から　
　2,121人（3.6％）の増加）となっています。
■産業・経済：平成17年（2005年）の国勢調査における産業別就業者数
　の割合は、第3次産業が75.4％と最も多く、第2次産業が19.5％、第1
　次産業が2.7％となっています。
■自然環境：公園や森林などの緑地面積は8,180haで、全市面積の69％
　を占めています。札幌の近くに位置しながらも、森林から市街地まで
　多彩な緑がみられます。
■交通：札幌市と新千歳空港の中間に位置し、高い交通利便性を有して
　います。
■生活環境：緑の環境、ゆとりある居住環境、安心して子どもを育てら
　れる環境、学びの環境などが充実し、市民生活を支えています。
■文化・歴史：明治17年（1884年）、一村形成の志を抱いた和田郁次郎
　ら広島県人の集団入植によって、北広島市の発展の礎がつくられまし
　た。

２　市民の意識 ■市民意識調査結果の概要
・「住みよい」とする市民が73.5％を占めています。
・各施策項目における満足度は、「衛生的な上下水道の整備」が最も高
　い一方、最も低いのは、「除雪や排雪の充実」となっています。
・市民が考える将来のめざすべき姿としては、「福祉や医療サービスが
　充実し、お年寄りや障がい者が大切にされるまち」（21.9％）が最も
　多く、次いで「空気や水がきれいで、豊かな自然環境が守られている
　まち」（20.2％）が多くなっています。

２　市民の意識 ■市民意識調査結果の概要
・「住みよい」とする市民が73.5％を占めています。
・各施策項目における満足度は、「衛生的な上下水道の整備」が最も高
　い一方、最も低いのは、「除雪や排雪の充実」となっています。
・市民が考える将来のめざすべき姿としては、「福祉や医療サービスが
　充実し、お年寄りや障がい者が大切にされるまち」（21.9％）が最も
　多く、次いで「空気や水がきれいで、豊かな自然環境が守られている
　まち」（20.2％）が多くなっています。

３　時代の潮流 ■少子高齢化と人口減少社会　　■地域主権型社会への流れ
■環境との共生　　　　　　　　■安全・安心への対応
■産業構造の変化　　　　　　　■価値観やライフスタイルの多様化

３　時代の潮流 ■少子高齢化と人口減少社会　　■地域主権型社会への流れ
■環境との共生　　　　　　　　■安全・安心への対応
■産業構造の変化　　　　　　　■価値観やライフスタイルの多様化

32年度31年度30年度29年度28年度27年度26年度25年度24年度23年度

基　本　構　想

基　本　計　画（必要に応じ中間年で見直し）

　　推進計画

　　推進計画

　　推進計画

３年間（毎年度ローリング）

●　計画の構成と期間　●

２ページ

基 本構想の概要

支えあい
健やかに
暮らせるまち

人と文化を
育むまち

活気ある
産業のまち

快適な
生活環境のまち

美しい環境に
つつまれた
安全なまち

計画の実現に向けて

希望都市 交流都市 成長都市

まちづくりのテーマ

基本目標

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 基本目標４ 基本目標５

子どもと若者が
お年寄りとともに
希望を育むまち

市民が多様に活動し、
産業と文化が栄えるまち

緑を大切にし、
着実に成長しつづけるまち

めざす都市像

自然と創造の調和した豊かな都市

　本市は、昭和45年度（1970年度）に広島町総合開発計画を策定して以来、「自然と創造の調和した豊かな都
市」をめざしてまちづくりを進めてきました。

　これからも、まちづくりのテーマとして「自然と創造の調和した豊かな都市」を継承し、自然や緑の中に、いきい
きとした市民の生活や活動、躍動する産業などがあるまちをめざします。

　「大都市・札幌市に隣接し、豊かな自然が残る」、「交通利便性が高い」などの本市の個性を生かし、快適な生
活環境の形成に努めるとともに、道央圏の機能を分担し、活力のある都市づくりを進めていきます。　

基本目標６

めざす都市像の実現に向けて、自然環境を大切にしながら着実に成長し、交流やふれあい、
希望や夢を持ち続け、活気のある都市をめざして６つの基本目標を設定します。

計画の
実現に向けて
計画の

実現に向けて

市民の多様な活動を促進し、協働してまちづくりを実践するま
ち、行財政改革の推進により信頼される行財政運営を持続でき
るまちをつくります。

市民同士の支え合
いなどにより、す
べての市民が健や
かに安心して生活
でき、安心して子
どもを生み育てら
れる環境があるま
ちをつくります。

豊かな心や創造力
を持つ人材を育む
教育が行われ、市
民が自主的に学び
交流する学習やス
ポーツの機会があ
り、新たな市民文
化が生まれるまち
をつくります。

緑にかこまれた環
境にやさしいまち
をつくるとともに、
防災対策や消防体
制、交通安全対策
などが充実し、安
全・安心な市民生
活が確保されるま
ちをつくります。

活気ある農林業・
商業・工業などが
営まれ、新たな産
業が生まれ、多く
の人々にとって働
く場があるまちを
つくります。

住環境や道路整備、
地域情報化などの
都市基盤の充実に
より、誰もが快適
に暮らせるまちを
つくります。

将来人口の設定

計画の進行管理

ト総合計画のポイン

　次期総合計画期間では、人口や生産年齢人口の減少などが想定されますが、まちの魅力の発信や居住環境
の充実、雇用の場の創出などによる定住の促進、子どもを生み育てやすい環境づくりなどに積極的に取り組
むとともに、市街化区域内の未利用地の利用を促進することにより、計画最終年度の平成32年（2020年）の
人口を61,500人と設定し、まちづくりを進めていきます。

　計画の推進にあたっては、市民生活等に対してどのような成果をあげることができたのかを重視し、限ら
れた経営資源である予算や人材を適切に配分し、効率的な活用を図っていく必要があります。このため、総
合計画指標を用いた計画の進行状況、施策や事業の成果などを点検・評価しながら、見直し・改善を行って
いきます。
　また、行政活動の成果や課題を市民と共有し、課題解決に向けた取組みを実行することにより、透明性が
高く、市民満足度の高い行政運営が図られます。市民参加による計画の進行管理や評価を進めるとともに、
「計画・実行・評価・改善」の仕組みをより充実し、行政運営の質的向上・効率化をめざします。

総合計画指標

　総合計画指標として、51種類の指標を設定しました。

●　総合計画指標の例　●

●　計画期間における人口の推移　●

３ページ
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平成22年

(2010年)

平成27年

(2015年)

平成32年

(2020年)

総人口：人

実　績 社人研推計

市の推計

61,150

将来人口

61,500

目標値 目標値

数　値 基準年 比　較 平成27年 平成32年

合計特殊出生率
15歳から49歳までの女性の年
齢別出生率を合計した数値 1.13 平成19年

国　1.34
道　1.19 1.16 1.19

がん検診受診者数

市民を対象として市が実施す
る胃がん、子宮がん、乳が
ん、大腸がん、前立腺がんの
年間検診受診者数

7,780人 平成20年 11,200人 14,000人

自主防災組織率
全世帯数に対する自主防災組
織が結成された地域の世帯数
の割合

27% 平成20年
国　71.7%
道　48.1% 45% 70%

観光入込客数

北海道観光入込客数調査によ
る市内の観光地（ゴルフ場、
ホテルなど）を訪れた年間観
光客数

75万人 平成20年

石狩支庁 2,334万人
※本市は管内６位
恵庭市 　　　124万人
江別市         82万人

80万人 90万人

市街化区域内の
未利用可住地面積

市街化区域内で住宅を建築す
ることができる空き地の面積 134ha 平成20年 125ha 116ha

指標名 指標の説明
現　状

重 点プロジェクト

１ 子育て支援・人づくりプロジェクト１ 子育て支援・人づくりプロジェクト

２ にぎわい・魅力づくりプロジェクト２ にぎわい・魅力づくりプロジェクト

３ 住みたくなる地域づくりプロジェクト３ 住みたくなる地域づくりプロジェクト

　子どもを安心して生み、健やかに育てられる環境づくりを進めます。また、すべての世代の学習機会を充実し、多様
な分野における人づくり、地域の活性化につながる人づくりを進めます。

主要な取組み 安心できる子育て
・妊娠・出産・育児に関する保健指導や相談
・子育てニーズに対応する保育サービス　など

健やかな子どもの教育
・学びがいのある学校教育の推進
・子どもの安全対策　など

いきいきとした人づくり
・生涯学習活動の支援
・個性豊かな地域文化の創造への支援　など

　イベントや観光、農業、商工業などさまざまな分野の取組みを結び付け、人・もの・情報の交流を促進し、まちのに
ぎわいを創出します。また、身近な観光資源などまちの魅力を発掘し、市内外にＰＲして交流人口や定住人口の増加
を図ります。

主要な取組み 魅力づくりと情報の発信
・観光資源や魅力の発掘と活用
・多様な手法によるまちのＰＲ　など

にぎわいの創出と交流の促進
・芸術文化の発表や交流の場の提供
・自転車道を活用した広域交流　など

活気ある産業の創造
・地産地消の推進
・企業支援や誘致による雇用の拡大　など

　すぐれた住環境を維持し、ともに支え合い、誰もが住みたくなる地域づくりを進めます。行政だけではなく、地域住民
や事業者、市民団体などが連携・協力してコミュニティづくりを進めながら、安心して快適に暮らせる地域づくりを進め
ます。

ともに支え合う地域づくり
・ネットワーク化による医療の充実
・高齢者が交流できる場の整備　など

住みよい環境づくり
・住宅地の緑化
・住替えや住宅リフォームの支援　など

利用しやすい交通
・交通不便者の買い物等の支援
・誰もが利用しやすい公共交通の確保　など

地球環境への配慮
・省エネルギー意識向上の啓発
・緑の保全と緑化の推進　など

主要な取組み

　重点プロジェクトは、幅広い分野の中から特に重点的に取り組む施策を示してメリハリをつけるとともに、分野の異
なる施策を連携させることによって、効果をさらに高めることをめざしています。３つの重点プロジェクトの推進により、
本市の魅力を高め、市内外にアピールすることで、交流人口や定住人口の増加を図り、持続可能な都市経営を推進
していきます。

４ページ

資 料　北広島市総合計画（第５次）原案説明資料資 料　北広島市総合計画（第５次）原案説明資料
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北広島市　総合計画フォーラム

資 料　講演「地域の宝を活かしたまちづくり」資料資 料　講演「地域の宝を活かしたまちづくり」資料

地域の宝を活かしたまちづくり

自　己　紹　介

キャスター・慶應義塾大学大学院教授

林　美香子

まちづくりと私

北広島の宝はなに？

地域で連携することの大切さ

事　例　紹　介

これからに望むこと

■農学部卒業後ＳＴＶアナウンサーをへてフリー
■ 「食と農」関連の取材やフォーラムへの参加
■北海道大学大学院で「農村と都市の共生による地域再生」の研究
■慶應義塾大学大学院で環境・農業の研究プロジェクト担当

■ 「札幌駅南口再開発検討委員会」「景観審議会」など
■ 「スノーマン読み聞かせ」
■ 「コンサドーレ」の立ち上げ
■ 「モエレ沼公園の活用を考える会(モエレファンクラブ)」
■ 「農都共生研究会」

■自然・風土・景観・歴史・農業・食文化・人材・・・

■さまざまな分野の連携が大切
■生活者が参加するまちづくり～買い支える
■コミュニティカフェ～地域食堂

■地域の宝に気づく　→　地域の宝を活かす　→　地産地消料理
■グリーンツーリズム～直売所・農家レストラン・ファームイン・食育
■商店街の事例
■農業国フランスの事例～リヨン朝市・農家民宿

■情報受発信の大切さ・行動する大切さ


